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データ通信マニュアルについて 

本マニュアルでは、 FOMA SH904i でデータ通信をする際に必要な事項についての説明をはじめ、 
CD-ROM 内の 「SH904i 通信設定フアイル（ドライノ DIFOMA PC 設定ソフト」のインストール方法な 
どを説明しています。 

Windows の操作について 

本マニュアルでは、 Windows XP Service Pack 2に対応した内容となっております。お使いの環境に 
よっては操作手順や画面が一部異なる場合があります。 
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データ通信について 


FOMA 端末から利用できるデータ通信 
について 


FOMA 端末の通信形態は、パケット通信、 64K データ 
通信、データ転送の3つに分類されます。 

• FOMA 端末は FAX 通信をサボートしていません。 

• FOMA 端末を musea、sigmarion H 、 sigmarionH と接続し 
てデータ通信を行うことができます。 musea、sigmarion I 
を使用する場合は、アップデートしてご禾 U 用ください。 
アップデートの方法などの詳細については、ドコモの 
ホームぺージを参照してください。 

• FOMA 端末は、 Remote Wakeup には対応していません。 

• 海外では、バケット通信、 64K データ通信は禾 U 用できません。 

■パケット通信 

送受信したデータ量に応じて課金されます。ネット 
ワークに接続中でもデータの送受信を行っていない 
ときは通信料がかか5ないので、ネットワークに接 
続したまま必要なときにデータの送受信を行〇とい 
う使いかたができます。ドコモのインターネット接 
続サービス 「mopera U」/「mopera」 など、 FOMA の 
パケット通信に対応したアクセスポイントを利用し 
て、送信最大 64kbps、 受信最大 384kbps の速度で 
データ通信できます(通信環境や、電波などが混み 
合った状態の影響により通信速度が変化するベスト 
エフォートによる提供です)。 

パケット通信は FOMA 端末とバソコンなどを接続し 
て、各種設定を行〇と利用できます。メールの文字 
データの送受信など、比較的少ないデータ量を高速 
でやりとりする場合に適しています。 

丁ータ里の大きし、ノアイルの达受信を行った場□、 

通信料金が高額になりますので、ご注意 < ださい。 

FOMA 端末では、バソコンなどによるパケット通信 
と音声電話を同時に利用できます。 

■ 64K データ通信 

接続している時間に応じて課金されます。ドコモの 
インターネット接続サービス 「mopera UJ/ 
rmopera」 など、 FOMA 64K データ通信に対応したア 
クセスポイント、または ISDN の同期 64K アクセスポ 
イントを利用します。 

64K データ通信は FOMA 端末とパソコンなどを接続 
して、各種設定を行うと利用できます。データ BOX 
コンテンツのダウン□—ドなど、比較的データ量の 
多い送受信を行〇場合に適しています。 

長時間通信を行うと、通信料金が高額になりますの 

でご注意 < ださい。 


■データ転送 

FOMA USB 接続ケープル(別売)や赤外線を使って 
データを転送、交換する、課金が発生しなしヽ通信形態 
です。電話帳、送受信メ ール、プックマークなどの 
^— / Z ) を送号 1 信でキヨ 1 す 

FOMA 端末と他の FOMA 端末や携帯電話を接続する 
場合は、赤外線通信を使います。バソコンなどを接続 
する場合は、赤外線通信と FOMA USB 接続ケープル 
を使〇方法があります。 


ご利用にあたつての留意点 


■インターネットサービスプロバイダの利 
用料ついブ 

インターネットをご利用の場合は、ご利用になるイ 
ンターネットサービスプ□バイダに対する利用料が 
必要になります。この利用料は、 FOMA サービスの利 
用料とは別に、インターネットサービスプロバイダ 
にお支払いいただきます。利用料の詳しい内容につ 
いては、ご利用のインターネットサービスプ□バイ 
ダにお問い合わせください。 

ドコモのインターネット接続サービス 「mopera 
UJ/rmopera」 をご利用いただけます。「 mopera UJ 
をご利用いただ < 場合は、お申し込みが必要(有料） 
となります。 「mopera」 をご利用いただく場合は、お 
申し込み不要、月額使用料無料です。 

■接続先(インターネットサービスプロバ 
イダなど)の設定について 

パケット通信と 64K データ通信では接続先が異なり 
ます。バケット通信を行うときは、 FOMA パケット通 
信対応の接続先、 64K データ通信を行うときは 
FOMA 64K データ通信、または ISDN 同期 64K 対応の 
接続先をご利用ください。 

• DoPa のアクセスポイントには接続できません。 

• PIAFS などの PHS64K/32K データ通信のアクセスポイン 
卜には接続できません。 

■ ユーザー 認証について 

接続先によっては、接続時にユーザー認証 (ID とパス 
ワード)が必要な場合があります。その場合は、通信 
ソフト（ダイヤルアップネットワーク）で D とパス 
ワードを入力して接続してください。 D とパスワー 
ドは接続先のインターネットサービスプ□バイダま 
たは接続先のネットワーク管理者か5付与されま 
す。詳しい内容については、インターネットサービス 
プ□バイダ、または接続先のネットワーク管理者に 
お問い合わせください。 
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■パケット通信および 64 K データ通信の条件 

FOMA 端末で通信を行〇には、以下の条件が必要に 
なります。 

• FOMA USB 接続ケーブルに対応したパソコンであること 

• FOMA サービスエリア内であること 

• バケット通信の場合、アクセスポイントが FOMA のパ 
ケット通信に対応していること 

• 64 K データ通信の場合、接続先が FOMA 64 K データ通信、 
または ISDN 同期 64 K に対応していること 

ただし、前述の条件が整つていても、基地局が混雑し 
ていたり、電波状況などにより通信ができないこと 
があります。 

お知らせ 

• バケット接続を行う場合は、 FOMA 端末と接続する機器 
が JATE (財団法人電気通信端末機器審査協会)の認定品 
である必要があります。 


ご使用になる前に 


動作環境の確認 


データ通信を利用するためのパソコンの動作環境は 
以下のとおりです。 


項目 

必要環境 

通信設定ファイル 
FOMA PC 設定ソフト 

FirstPass PC ソフト 

パソコン 

本体 

PC / AT 互換機 

USB ポート （ USB 仕様 

1.1/2.0 に準拠)が必要 

PC / AT 互換機 

OS 

Windows 2000 、 Windows XP、Windows Vista 
(各日本語版） 

必要 

メモリ※ 

Windows 2000:64 MB 
以上 

Windows XP ： 128 MB 
以上 

Windows Vista ： 

512 MB 以上 

Windows 2000:32 MB 
以上 

Windows XP ：128 MB 
以上 

Windows Vista ：512 MB 
以上 

八ード 
ディスク 
容量 X 

5 MB 以上の空き容量 

10 MB 以上の空き容量 

ブラウザ 


Windows 2000： 

Internet Explorer 5.5 以 
上 

Windows XP：Internet 
Explorer 6.5 以上 
Windows Vista : 

Internet Explorer 7.0 



• 0 S アップグレードからの動作は保証いたしかねます。 

• 動作環境によってはご使用になれない場合があります。 
また、上記の動作環境以外でのご使用による問い合わせ 
および動作保証は、当社では責任を負いかねますのであ 
らかじめご了承ください。 


CD-ROM をパソコンにセットすると、次のような警 
告画面が表示される場合があります。この警告は 
Internet Explorer のセキユリテイの設定によって表 
示されますが、使用には問題ありません。 

[はい]をクリックしてください。 

※画面は Windows XP を使用した場合の例です。お使いの 
バソコンの環境によって異なる場合があります。 



必要な機器 


FOMA 端末とバソコン以外に以下の/\ - ドウェア、 
ソフトウェアを使います。 

• FOMA USB 接続ケープル(別売)、または FOMA 充電機能 
付 USB 接続ケープル01(別売） 

• CD - R 〇 M 「 FOMASH 904 i 用 CD - ROM 」 (付属） 


お知らせ 

• USB ケープルは専用の 「FOMA USB 接続ケーブル丄また 
は 「 FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル01」をお買い 
求めください。パソコン用の USB ケープルはコネクタ部 
の形状が異なるため使用できません。 

• 本書では 、 「FOMA USB 接続ケープル」の場合で説明し 
ています。 


※必要メモリ•八ードディスク容量は 、 「FOMA PC 設定ソフ 
卜」と 「FirstPass PC ソフト」に関する動作環境です。なお、 
バソコンのシステム構成によって異なる場合があります。 
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■データ通信用語集 

APN (Access Point Name) 

インターネットサービスプロバイダや企業 
内 LAN を識別する文字列。ドコモのイン 
夕ーネット接続 サー ビス mopera U は 
r mopera.net」、moperaKr mopera.ne.jpj^f 
APN となります。 

cid (Context Identifier) 

FOMA 端末に APN を登録するときに割り当 
てる登録番号。 FOMA 端末では1番か510 
番まで使えます。 

DNS (Domain Name System) 

ドメインネーム(例: nttdocomo.co.jp) を、] 
ンピユータで使う IP アドレスに変換するシ 
ステムのこと。 

IrDA (Infrared Data Association) 

赤外線通信に関する規格を制定している組 
織の名称。 

lrMC(lr Mobile Communications) 

携帯電話ど〇しや PDA (携帯情報端末)間で 
データを転送する目的で作られた規格。 
IrMC に準拠した赤外線端子を持つ携帯電話 
どうしや PDA との間で、電話番号やスケ 
ジユールをやりとりできます。 

〇 BEX (Object Exchange) 

データ通信の国際規格の1つ。 OBEX に対応 
してしヽる携帯電話、パソコン、デジタルカメ 
ラ、プリンタなどの間で、データを送受信で 
ぎます。 

QoS (Quality of Service) 

サービスの品質。通信時にユーザーの意図 
どおりに、回線を利用するための技術。 
FOMA 端末では、接続するときの通信速度 
などを設定できます(〇^^.32、口.38、口.39)。 

W-CDMA 

世界標準規格として認定された第三世代移 
動通信システム （IMT- 200 0) の1つ。 

F0MA 端末は、 W-CDMA 規格に準拠してい 
ます。 

通信設定最適化 (W-TCP) 

F0MA ネットワークでパケット通信を行〇 
際に、 TCP/IP の伝送能力を最大限に生かす 
ための TCP/ ヽ°ラメータです。 F0MA 端末の 
通信性能を最大限に活用するには、この通 
信設定が必要です。 

パソコンの管理者権限を持ったユーザー 

0S のシステムなどすべてにアクセスできる 
権限のこと。1台のパソコンに最低1人は、 
バソコンの管理者権限を持つユーザーが設 
定されています。通常、パソコンの管理者権 
限がないユーザーは、ドライバ、ソフトなど 
のインストールおよびアンインストールが 
できません。 


データ通信の準備の流れ 

パソコンと F0IVIA 端末を接続して、バケツト通信お 
よび 64K データ通信を利用する場合の準備について 
説明します。以下のよろな流れになります。 



※ F 〇 MA でインターネットをするには、ブロードバンド接 
続などに対応した 「mopera 山(お申し込み必要)が便利 
です。使用した月だけ月額使用料がかかるプランもござ 
います。また、お申し込みが不要で今すぐインターネット 
に接続できる「 mopera 」 もご利用いただけます。 
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通信設定ファイルについて 


R)MA 端末をパソコンに接続してデータ通信を行う 

には、付属の CD-ROM から通信設定ファイルをイン 

ストールする必要があります(〇^= P.4 〜 P •了)。 

お知らせ 

• インス!ルに失敗して P .5 「インス!ルした通信設 
定ファイル（ドライバ)を確認する」の操作3の各画面で 
[FOMA SH 9 O 40 のデバイヌ名が表示されてし、ない場合 
は、通信設定ファイルをアンインストールし（ぽ P .6)、 
もう一度インストールしてください。 

• 何らかの原因により、バソコンが FOMA 端末を認識でき 
なくなった場合は、通信設定ファイルをアンインストー 
ルし（ぽ P .6)、 もう一度インストールしてください。 


FOMA PC 設定ソフト / FirstPass PC ソ 
フトについて 


付属の CD-ROM か5 FOMA PC 設定ソフトをバソコ 
ンにインストールして使うと、 FOMA 端末とバソコ 
ンを接続して行うバケツト通信や、 64K データ通信 
に必要なさまざまな設定を、簡単に行おことができ 
ます (0^=P •了)。 

また、 FirstPass PC ソフトは、 FirstPass 対応の 
R)MA 端末より取得したユーザ証明書を利用してパ 
ソコンの Web ブラウザか 5FirstPass 対応サイトに 
アクセスできるよ〇にしたものです。 

詳しくは付属の CD-ROM 内の FirstPassManual をご 
覧ください。 rFirstPassManualJ (PDF 形式)をご覧に 
なるには、 Adobe Reader (バージョン 6.0 以上を推 
奨)が必要です。 


バソコンと FOMA 端末を接続する 


パソコンと FON/IA 端末は、電源が入っている状態で 
接続してください。通信設定ファイルがインストー 
ルされている場合には、 FOMA 端末の画面に[鲁] 
が表示されます。 


FOMA USB 接続ケーブルで接続する 



FOMA USB 接続ケーブル(別売）の 
FOMA 端末側コネクタを FOMA 端末 
の外部接続端子に差し込む （ n )。 

FOMA USB 接続ケーブルのパソコン 
側コネクタをバソコンの USB コネク 
夕に差し込む（0)。 

取り外しかた 

1 FOMA USB 接続ケーブルの FOMA 端末側のリリー 
ヌボタンを押した状態 ( II ) で、 FOMA 端末からコネ 
クタを水平に引き抜く （ B )。 無理に引っ張ると故障 
の原因となります。 



2 パソコンから FOMA USB 接続ケープルのコネク 
夕を抜<。 

お知らせ 

• FOMA 端末を卓上ホルダで充電しながら接続すること 
もできます。 

• データ通信中に USB 接続ケープルを外さないで 
ください。データの送受信ができないだけでなく、デ_ 
夕が失われることがあります。 


鮮■定フバルをインスト- 


FOMA 端末をパソコンに接続してデータ通信を行ろ 
には、通信設定フアイルが必要です。使用するバソコ 
ンに FOIVIA 端末を初めて接続する前に、インス! -- 
ルしておきます。 


通信設定ファイル（ドライバ)をインス 
トールする 


• パソコンの管理者権限を持ったユーザーでインストール 
してください。 

• FOMA 端末は操作1〜3を行ったあとにパソコンに接続 
してください。 


4 


次ページへ続く ►► 















付属の CD - ROM をパソコンにセツト 
する。 

• TOP 画面が表示されます。 



※メニューが動作する推奨環境は Microsoft 
Internet Explorer 6.0以上です。 

お使いのバソコンが推奨環境を満たさなしヽ場合、 
CD - ROM をセットしてもメニューが表示されない 
場合、または何らかの理由により TOP 画面が表示 
されない場合は、次の手順で操作してください。 
Windows の[スタート]メニューで[ファイル名を 
指定して実行]をクリックし、[く CD - ROM ドライ 
ブ名〉： ¥ SH 904 i JJSB _ Driver ¥ SH 904 istexe ] と 
指定して [0 K ] をクリックし、操作3に進みます。 

[データリンクソフト•各種設定ソフ 
卜] — [ FOMA 通信設定ファイル (USB 
ドライバ)]欄の [ FOMA 通信設定ファ 
イル ( USB ドライバ)]を順にクリック 
し、 [ SH 904 ist . exe ] をダブルクリック 
する。 

[インストール開始]をクリックする。 

• 一定時間経過すると [ FOMASH 904 i と PC を 
FOMA USB 接続ケープルにて接続してくださ 
い。]と表示されます。 

[FOMA SH 904 i と PC を FOMA USB 接 
続ケーブルにて接続してください。]が 
表示されたら、 FOMA 端末をパソコン 
に接続する。 

• インスト _ ル中の画面が表爪され、インスト _ ル 
が自動的に開始します。 

• FOMA 端末は電源が入った状態で接続してくださ 
い。 

[FOMA SH 904 i ドライバのインス 
I -ールが完了しました。]が表示された 
ら、 [ OK ] をクリックする。 

• 通信設定ファイルのインヌトールが終了します。 

• 「インストールした通信設定ファイル（ドライバ） 
を確認する」に進み、インストールした通信設定 
ファイルを確認して < ださい。 


お知らせ 

• インストールには数分かかる場合があります。 

• パソコンを再起動する旨の画面が表示された場合は、画 
面の指示に従って再起動してください。 

• 通信設定ファイルをインストールする前にパソコンに 
FOMA 端末を接続すると、自動的に別のドライバがイン 
ストールされてしまう場合があります。その場合、操作 
2でアンインストールする必要がある旨の画面が表示 
されます。画面の指示に従ってアンインストールを行っ 
たあと、通信設定ファイルをインストールしてくださ 
い0 


インストールした通信設定ファイル（ド 
ライバ)を確認する 


FOMA 端末がパソコンに正しく認識されていない場 
合、設定および通信はできません。 

く例〉 Windows XP で確認するとき 
• Windows Vista、Windows 2000をご使用のときは、画面 
の表示が異なります。 

[スタート]メニュ-> [コントローノレ 

パネル]をクリックし、[パフオーマン 
スとメンテナンス]アイコン — [システ 
厶]アイコンを順にクリックする。 

• システムのプ□パテイ画面が表示されます。 

Windows Vista の場合 

• [スタート]メニユ K コント□ールパネル]をク 
リックし、[システムとメンテナンス]—[システム] 
アイコンを順にクリックします。 

Windows 2000の場合 

• [スタート]メニユ^[設定]—[コント□—ルパ 
ネル]の順に選んで[システム]アイコンをダブル 
クリックします。 

[ハードウェア]タブをクリック U [デ 
バイスマネージャ]をクリックする。 

• デバイヌマネージャ画面が表示されます。 

Windows Vista の場合 

• [タスク]の[デバイスマネージヤ]をクリックしま 
す。 
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各デバイスをクリックしてインス I ^一 
ルされたデバイス名を確認する。 

[ USB(Universal Serial Bus ) コント ローラ]、[ポート 
( COM と LPT )] 、[モデム]の箇所に、インストールし 
たデバイヌ名がすべて表示されていることを確認し 
ます。 



認識されるとこのように表示されます。 


• 通信設定ファイルをインヌトールすると、以下の 
ドライバがインストールされます。 


デバイスの種類 

デバイス名 

USB (Universal Serial 
Bus ) コント□—ラ 
Windows Vista の場合 
ユニバーサルシリア 
ルバスコント□一 

• FOMA SH 904 i 

ポート ( COM と LPT ) 

• FOMA SH 904 i Command 
Port ( COMx ：^ 

• FOMA SH 904 i OBEX 
Port ( COMx )^ 

モデム 

• FOMA SH 904 i 


※ rCOMx 」 の「 X 」は数値です。お使いのパソコンに 
よって異なります。 

m wwww^ 

インスト_ルに失敗したとき、または操作3の画面 
に [FOMA SH904i] が表示されていないとき 

• アンインストールしてから再度インストールしてくださ 
し、アンインストールの操作については「通信設定フアイ 
ル（ドライバ)をアンインス!ルする」を参照して < だ 
さい。 


通信設定ファイル（ドライバ)をアンイ 
ンストールする 


■ 付属の CD - ROM からアンインス!^ール 
する 

く例〉 Windows XP でアンインストールするとき 
• Windows Vista、Windows 2000をご使用のときは、画面 
の表示が異なります。 

付属の CD - ROM をパソコンにセット 

する。 

• T 〇 P 画面 ( O ^ P .5) が表示された場合は、画面を終 
了してください(閉じてください)。 TOP 画面は 
CD-ROM をパソコンにセットすると自動的に表示 
されますが、お使いのパソコンの設定によっては 
表示されないことがあります。 

[スタート]メニュ-^[ファイル名を 

指定して実行]をクリックする。 

• [ファイル名を指定して実行]画面が表示されま 
す。 

Windows Vista の場合 

• [スタート]メニュ^ [検索の開始]欄をクリック 
します。 

[< CD _ ROM ドライブ名>: 

¥ SH 904 i _ USB _ Driver ¥ Win 2 k_XP 

¥ SH 904 iui . exel と入力し、 [ OK ] をク 

リックする。 



Windows Vista の場合 

• [く CD - ROM ドライブ名〉： 
¥ SH 904 i _ USB _ Driver ¥ WinVista 32¥ SH 904 iui . exe ] 
と入力し、 [ OKf をクリックします。 

[FOMA SH 904 i ドライバをアンイン 
ストールしますか？]が表示されたら、 
[はい]をクリックする。 

• 通信設定ファイルのアンインスト _ ルが開始され 
ます。 

[FOMA SH 904 I ドライバを削除しま 
した。]が表示されたら、 [ OK ] をクリッ 
クする。 

• 通信設定ファイルのアンインヌ I ルが終了しま 
す。 


通信設定フアイルのアンインストール手順を説明し 
ます。 

• 通信設定フアイルのアンインストールを行う場合は、必 
ずパソコンの管理者権限を持ったユーザーで行ってくだ 
さい。それ以外のユーザーが行うとエラーになります。 
バソコンの管理者権限の設定操作については、各バソコ 
ンメーカ、マイク□ソフトにお問い合わせください。 
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■コン ト ロー ルパネルからアンインスト ー ルする 

<例> Windows XP でアンインストールするとき 

[スタート]メニュ->[コントローノレ 

パネル]をクリ ックし、 [プログラムの 
追加と削除]アイコンをクリックする。 

• [プログラムの追加と削除]画面が表示されます。 

Windows Vista の場合 

• [スタート]メニユ ー- ^[コント□—ルパネル]の順 
にクリックし、[プログラム]—[プログラムと機 
能]アイコンを順にクリックします。 

[インヌ I -— ル済みのプログラム]画面が表示され 
ます。 

Windows 2000の場合 

• [スタート]メニユ ー- ^[設定]—[コント□—ルパ 
ネル]の順に選んで、[アプリケーションの追加と 
削除]アイコンをダプルクリックします。 

[アプリケーションの追加と削除]画面が表示され 
ます。 

[FOMA SH 904 i USB ] を選択して、[変 
更と削除]をクリックする。 

Windows Vista の場合 

• [FOMA SH 904 i USB ] をダブルクリックします。 

[FOMA SH 904 i ドライバをアンイン 
ストールしますか？]が表示されたら、 
[はい]をクリックする。 

• 通信設定ファイルのアンインスト _ ルが開始され 
ます。 

[FOMA SH 904 i ドライバを削除しま 
した。]が表示されたら、 [ OK ] をクリッ 
クする。 

• 通信設定ファイルのアンインストールが終了しま 
す。 


FOMA PC 設定ソフトによる通 
信の設定 

• 以降の操作は 、 Windows XP での設定を中心に説明して 
います 。 Windows Vista、Windows 2000をご使用のとき 
は、画面の表示が異なります。 

端末をパソコンに接続してバケット通信や 
64 K データ通信を行うには、通信に関するさまざま 
な設定が必要です 。 FOMA PC 設定ソフトを使〇と、 
簡単な操作で以下の設定ができます。 

かんたん設定 

メニューに従って操作することで、 「 FOMA データ通 
信用ダイヤルアップの作成」や「通信設定最適化」な 
どを簡単に行います。 

通信設定最適化 

[ FOMA パケット通信]を利用する前に、パソコン内 
の通信設定を最適化します。 

通信性能を最大限に活用するには、通信設定最適化 
が必要となります。 

接続先 (APN ) の設定 

パケット通信を行〇際に必要な接続先 ( APN ) の設定 
を行います。 

FOMA パケット通信の接続先には、 64 K データ通信 
と異なり通常の電話番号は使用しません。あ5かじ 
め接続先ごとに、 FOMA 端末に APN (Access Point 
Name ) と呼ばれる接続先名を登録し、その登録番号 
( cid ) を接続先電話番号欄に指定して接続します。お 
買い上げ時、 cid の1番には mopera に接続するため 
の APNrmopera . ne . jp 」 が、 cid の3番には mopera U に 
接続するための APNrmopera . net 」 が登録されていま 
すが、その他のプ□バイダや企業内 LAN に接続する 
場合は APN 設定が必要になります。 
cid [Context Identifier ]-** 

FOMA 端末内に登録するバケット通信での接続 
先 ( APN ) を管理する番号のこと。 F 0 MA 端末に 
APN 登録をするときに設定します。 

お知らせ 

• FOMA PC 設定ソフトを使わずに、バケット通信や 64 K 
データ通信を設定することもできます （03= P .18)。 

• FOMA PC 設定ソフトパージョン 4.0.0 以前の古いバー 
ジョン(以後、旧 [FOMA PC 設定ソフト])がインストー 
ルされている場合には、あらかじめ旧 [FOMA PC 設定ソ 
フト]をアンインストールしてください。 
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■ FOMA PC 設定ソフトのインス!-ールか 
らインターネット接続までの流れ 

FOMA PC 設定ソフトの動作環境をご確認ください 
2 ) 

STEP 1 「FOMA PC 設定ソフト」をインス!-ールする 

旧 「FOMA PC 設定ソフト」がインストール 
されている場合は、 「FOMA PC 設定ソフ 
卜」（パージョン 4.0.0) のインストールを行 
う前にアンインストールをしてください。 
旧 「FOMA PC 設定ソフト」がインストール 
されている場合は、 「FOMA PC 設定ソフ 
卜」（バージヨン 4.0.0) のインストールは行 
えません。 

旧 r w - tcp 設定ソフト」および旧 r apn 設 
定ソフト」がインストールされているとい 
う画面が表示された場合は、 P.1 0を参照し 
てください。 

STEP 2設定前の準備 

設定を行ラ前に以下のことを確認して< 
ださい。 

• FOMA 端末とパソコンの接続（ぽ P .4) 

• FOMA 端末がパソコンに認識されているか 
(ぽ P .5) 

FOMA 端末がパソコンに正し < 認識され 
ていない場合、各種設定および通信を行〇 
ことができません。その場合は通信設定 
ファイルのインストールを行ってくださ 
し、 （@=P.4)。 

STEP 3かんたん設定で通信の設定を行ろ 

• mopera U または mopera を利用したパケット通信 
(咳 P .11) 

• その他のプ□バイダを利用したパケット通信 
傾 P .13) 

• mopera U または mopera を利用した 64 K データ 
通信 (03= P .14) 

• その他のプ□バイダを禾_した 64 K データ通信 

(O^P.U) 

その他の設定は、 P. 18以降を参照して < だ 
さい。 

STEP 4接続する (@=P.15) 

インターネットに接続します。 


FOMA PC 設定ソフト / FirstPass PC ソ 
フトをインス I -ールする 


• FOMA PC 設定ソフト /FirstPass PC ソフトのインストー 
ルを行う ときは、 必ずバソコンの管理者権限を持った 
ューザーで行ってください。それ以外のューザーが行う 
と エラー になります。 

バソコンの管理者権限の設定操作につしヽては、各バソコ 
ンメーカ、マイク□ソフトにお問い合わせください。 

• インストールを始める前に、 FOMA 端末の通信設定ファ 
イル（ドライバ)がパソコンに正しく設定されていること 
を確認してください(ぼ P .5)。 また、稼動中の他のプロ 
グラムがないことをご確認 <ださい。ご使用中のプログ 
ラムがある場合は 、 FOMA PC 設定ソフトの[キャンセル] 
をクリツクし、使用中のプログラムを保存終了させたあ 
と、インストールを再開してください。 


付属の CD - ROM をパソコンにセット 
する。 

• TOP 画面が表示されます ( O ^ P .5)。 

※メニューが動作する推奨環境は Microsoft Internet 
Explorer 6.0 以上です。 

お使いのパソコンが推奨環境を満たさない場合、 
CD - R 〇 M をセットしても メニューが 表示されない 
場合、または何らかの理由により TOP 画面が表示さ 
れない場合は、次の手順で操作してください。 
Windows の[スタート] メニューで[ファイル 名を 
指定して実行]をクリックし、 [< CD - ROM ドライブ 
名〉 ：¥ FOMA _ PCSET ¥ setup _4.0. aexe ] と指定し 
て [ OK ] をクリックし、操作3に進みます。 

[データリンクソフト•各種設定ソフ 
卜 ]— [FOMA PC 設定ソフト]欄の[イ 
ンストール]を順にクリックする。 

• [インストール]をクリックすると、次のような警 
告画面が表示される場合があります。この警告は 
Internet Explorer のセキュリテイの設定によって 
表示されますが、使用には問題ありません。 

■ 「ファイルのダウン□—ド-セキユリテイの警 
告」画面が表示された場合 

[実行]をクリックしてください。 



■「Internet Explorer - セキユリテイの警告」画 
面が表示された場合 

[実行する]をクリックして < ださい。 



FirstPass PC ソフトをインス! -- ルする場合 

• TOP 画面で[データリンクソフト•各種設定ソフ 
卜 ]— [FirstPass PC ソフト]欄の[インヌトール] 

を順にクリックします。 

• Internet Explorer のセキユリテイの設定によって 
は 「FOMA PC 設定ソフト」をインストールすると 
きと同様の警告画面が表示される場合があります 
が、使用には問題ありません。 

• CD - ROM 内の FirstPassPCSoft フォルダ内の 
[ FirstPassManual ] の手順に従ってインス [ —ル 
してください。 

Windows 2000の場合 

• T 〇 P 画面で[データリンクソフト•各種設定ソフ 
卜 ]— [FOMA PC 設定ソフト ]/ [FirstPass PC ソ 
フト]欄の[インヌトール]—[開く]を順にクリッ 
クします。 
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[次へ]をクリックする。 

• 旧 [ W - TCP 設定ソフト]および旧 [ FOMA データ通 
信設定ソフト]がインス!ルされているという 
画面や、すでに旧 [FOMA PC 設定ソフト]がインス 
卜ールされているという画面が表示された場合 
は、 PJITFOMAPC 設定ソフトインストール時の 
注意」を参照してください。 

内容を確認のうえ、契約内容に同意す 
る場合は[はい]をクリックする。 





• FOMA PC 設定ソフトの使用許諾契約書です。 
[いいえ]をクリックすると、インヌトールは中止 
されます。 

Windows Vista の場合 

• 操作5の設定はありません。操作6に進みます。 

[タスクトレイに常駐する]を0にし、 
[次へ]をクリックする。 




インストール先を確認し、[次へ]をク 
リックする。 



• 変更する場合は[参照]をクリックし、任意のイン 
ストール先を指定して[次へ]をクリックしてくだ 
さし、 0 

プログラムフォルダのフォルダ名を確 
認し、[次へ]をクリックする。 



• 変更する場合はフォルダ名を入力して[次へ]をク 
リックしてください。 

[InstallShield Wizard の完了]の画面 
で[完了]をクリックする。 

• FOMA PC 設定ソフトが起動します。 

このまま各種設定を始められます (03= P .11)。 


• セットアップ後、タスクトレイに通信設定最適化 
が常駐します (03= P .16)。 

インストール後でも FOMA PC 設定ソフトの起動 
画面で[メニュー]—[通信設定最適化をタスクト 
レイに常駐させる]を選ぶと、常駐の設定は変更で 
きます。 
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■ FOMA PC 設定ソフトインストール時の 
注意 

• 旧 「W-TCP 設定ソフト」、旧 「FOMA データ 
通信設定ソフト」または旧 「FOMA PC 設定 
ソフト」がインストールされている場合 

旧 「W-TCP 設定ソフト丄旧 「FOMA データ通信設定 
ソフト」または旧 「FOMA PC 設定ソフト」がインス 
トールされている場合、警告画面が表示されます。 
[OK] をクリックし、[プログラム（アプリケーショ 
ン)の追加と削除]より、これ5のソフトをアンイン 
ストールしてか5、 「FOMA PC 設定ソフト」（パー 
ジョン 4.0 •〇)をインストールしてください。 

• インストール途中で[キヤンセル]をクリッ 
クした場合 

セットアップ途中で[キャンセル]や[いいえ]をク 
リックし、インストールを中断した場合、セットアッ 
プの中止画面が表示されます。インストールを継続 
する場合は[いいえ]を、意図的に中止する場合は、 
[はい]をクリックしてください。 

■ FOMA PC 設定ソフトのバージョン情報 
の確認 

FOMA PC 設定ソフトの起動画面で、[メニュー]— 
[バージョン情報]を選ぶと、パージョン情報が表示 
されます。 


FOMA PC 設定ソフト / FirstPass PC ソ 
フトをアンインス!^ールする 


■ アンインストールを実行する前に 

FOMA PC 設定ソフトをアンインストールする前に、 
TOMA 用に変更された通信設定を元に戻す必要があ 
ります。 

• FOMA PC 設定ソフト / FirstPass PC ソフトのアンインス 
卜ールを行うときは、必ずパソコンの管理者権限を持っ 
たューザー で行って < ださい。それ以外の ューザー が行 
うと エラー になります。 

バソコンの管理者権限の設定操作については、各バソコ 
ンメーカ、マイク□ソフトにお問い合わせください。 

タスクトレイの[圔]を右クリックし、 
[終了]をクリックする。 


■アンインストールする 

[スタート]メニュ-> [コントローノレ 

パネル]をクリックし、[プログラムの 
追加と削除]アイコンをクリックする。 

• [プログラムの追加と削除]画面が表示されます。 

Windows Vista の場合 

• [スタート]メニユ ー- ^[コント□-ルパネル]の順 
にクリックし、[プログラム]—[プログラムと機 
能]アイコンを順にクリックします。 

[インヌ I ル済みのプログラム]画面が表示され 
ます。 

Windows 2000の場合 

• [スタート]メニユ^[設定]—[コント□—ルパ 
ネル]の順に選んで[アプリケーシヨンの追加と削 
除]アイコンをダブルクリックします。 

[アプリケーシヨンの追加と削除]画面が表示されま 
す。 

[NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフ 
卜]を選んで[削除]をクリックする。 

[NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト]を選ぶ 




祿 航ィン又卜柳⑽加ル q 1 

ft-JM 

士 - 

n :1 


^ 3 



m 


ここをクリック 

Windows Vista の場合 

• [NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト]をダブル 
クリックします。 

FirstPass PC ソフトをアンインストールする場合 

• [FirstPass PC ソフト]を選んで[変更と削除]をク 
リツクします。 




起動中のプログラムを終了させる。 
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次ページへ続く ►► 



















削除するプログラム名を確認し、 
[はい]をクリックする。 

• FOMA PC 設定ソフトのアンインストールが開始 
されます。 

• FOMA PC 設定ソフトや通信設定最適化ソフトが 
起動中にアンインストールを実行しようとする 
と、下のような画面が表示されます。アンインス 
卜ールプ□グラムを中断し、それぞれのプ□グラ 
ムを終了させてください。 



4 [完了]をクリックする。 

• FOMA PC 設定ソフトのアンインストールが終了 
します。 

通信設定最適化の解除 (Windows XP、 
Windows 2000の場合のみ） 

• 通信設定最適化されている場合は次の画面が表示 
されます。 

• 最適化の解除をする場合は、[はい]をクリックし 
て < ださい。 

通信設定最適化の解除は、再起動後に行われます。 



各種設定前の準備 


FOMA PC 設定ソフトでは、表示される設問に対する 
選択•入力を進めていくと、簡単に FOMA 用ダイヤル 
アップを作成できます。 

• 設定を行う前に FOMA 端末とパソコンが正しく接続され 
ていることを確認してください(ぽ P .4)。 

FOMA PC 設定ソフトを起動する。 

Windows XP の場合 

• [スタート]メニユ ー- ^[すべてのプログラム]— 
[FOMA PC 設定ソフト ]— [FOMA PC 設定ソフト] 
の順に選びます。 

Windows Vista の場合 

• [スタート]メニユ ー- ^[すべてのプログラム]— 
[メンテナンス ]— [FOMA PC 設定ソフト]の圓こ 
選びます。 


Windows 2000の場合 

• [スタート]メニュ ー- ^プ□グラム ]— [FOMA PC 
設定ソフト ] —[FOMA PC 設定ソフト]の順に選び 
ます。 



各種設定の方法 


■ 通信設定のしかた 

FOMA PC 設定ソフトを起動し、[メ 
ニュー] — [通信設定]をクリックする。 

通信ポート指定を選んで [ OK ] をク 
リックする。 

• 通常は[自動設定(推奨)]を選んでください。自動 
的に接続されている FOMA 端末を指定します。 

參 COM ポートを指定したい場合、 [ COM ポート指 
定]を選んで、ご利用の FOMA 端末が接続されてい 
る COM ポート番号 ( COM 1〜 99) を指定してくだ 
さし、 0 



お知らせ 

• COM ポートの確認方法は、 P .5 「インスト ー ルした通信 
設定ファイル（ドライバ)を確認する」を参照してくださ 
い0 

■ かんたん設定からバケット通信を選択す 
る場合 (mopera U または mopera を利用） 

最大 384kbps の高速/ \°ケット通信の設定を行いま 
す。プ□バイダは、ドコモのインターネット接続サ_ 
ヒス mopera U または mopera を不！ J 用します。 

FOMA PC 設定ソフトを起動し、[かん 
たん設定]をクリックする。 
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次ページへ続く ►► 















































[バケツト通信]を選んで[次へ]をク 
リックする。 



[『mopera U 』 への接続]または 
[『 mopera 』 への接続]を選んで[次へ] 
をクリックする。 



• mopera U はお申し込みが必要な有料サービスで 
す 。 mopera U を選択すると、ご契約の確認メッ 
セージが表示されます。 

• mopera U または mopera 以外のプ□バイダをご利 
用の場合 ( O ^ P .13) 

[ FOMA 端末設定取得]の画面で [0 K ] 
をクリックする。 

• パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 
( APN ) 設定を取得します。 

しばら < お待ちください。 

接続名を入力して[次へ]をクリックす 
る。 

• FOMA SH 904 i は PPP 接続のみに対応しています。 
接続方式は [ PPP 接続]を選んでください。 



• mopera U および mopera に接続する場合は、発信 
者番号通知を行う必要があります。[設定しない] 
もしくは [186 を付加する]を選んでください。 

0 [次へ]をクリックする。 

• mopera U または mopera をご禾翻の場合は、[ュー 
ザ ID ] と[パスワード]については空欄でも接続で 
きます。 

• Windows XP、Windows 2000の場合は使用可能 
なユーザーを選びます。 



Windows Vista の場合 

• 操作了の設定はありません。操作8に進みます。 

[最適化を行う]が0であることを確認 
し、[次へ]をクリックする。 



• FOMA パケット通信を利用するため、パソコン内 
の通信設定を最適化します。すでに最適化されて 
いる場合には、この画面は表示されません。 

設定情報を確認し、[完了]をクリック 
する。 

• 設定した内容が一覧画面で表示されます。設定内 
容に誤りがなしヽことを確認して < ださい。 

[デスクトップにダイヤルアップのシヨートカッ 
卜を作成する]が0のとき、シヨートカットが自 
動的に作成されます。 

設定内容を変更する場合は[戻る]をクリックして 
<ださい。 


• [接続名]欄に任意の接続名を入力します。 
• 次の記号(半角文字)は入力できません。 

¥ ハ*?! <> |” 
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[完了]の画面で [ OK ] をクリックする。 

• 設定変更を有効にするためには、パソコンを再起 
動する必要があります。再起動をする旨の画面が 
表示された場合は、[はい]を選びます。 

• 通信を行うには (0^ P .15) 

■かんたん設定からパケット通信を選択す 
る場合(その他のプロバイダを利用） 

最大 384kbps の高速/ \°ケット通信の設定を行いま 
す。 

p . iir かんたん設定からバケット通信 
を選択する場合 (mopera U または 
mopera を利用)」の操作1〜4を行う。 

春操作3の接続先は[その他]を選びます。 

接続名を入力して[接続先 ( APN ) 設 
定]をクリックする。 



• [接続名]欄に任意の接続名を入力します。 

• 次の記号(半角文字)は入力できません。 

¥/:*?!<> T" 

• ダイヤルアップ時に発信者番号通知を行うか選択 
してください。発信者番号通知の設定につしヽては、 
ご利用になるプ□バイダの指示情報に従ってくだ 
さい。 

高度な設定 (TCP/IP の設定） 

• [詳細情報の設定]をクリックすると IP アドレス* 
ネームサーバーの設定画面が表示されます。ご加！ 
入のプ□バイダや、社内 LAN などのダイヤルアッ 
プ情報として入力が必要な場合は、入力指示情報 
を元に、各種アドレスを登録してください。 

接続先 ( APN ) を設定する。 

• お買い上げ時、 cid の1番には mopera に接続する 
ための APNr mopera . ne.jp 丄 cid の3番には mopera 
U に接続するための APNr mopera . net 」 が登録され 
ています。 

1[追加]をクリックする。 

[接続先 ( APN ) の追加]画面が表示されます。 

2 [接続先 ( APN )] にご利用のプ□バイダの 
FOMA バケット網に対応した接続先名 ( APN ) 
を正しく入力して [0 K ] をクリックする。 

[接続先 ( APN ) 設定]画面に戻ります。 

• [接続先 ( APN )] には半角文字で、英数字、ハイフ 
ン (-) 、ピリオド (.) のみ入力できます。 

※ cid は10まで登録可能です。 


[接続先 ( APN ) 設定]の画面で [ OK ] を 
クリックする。 

• 操作2の画面に戻ります。[接続先 ( APN ) の選択] 
には、操作3で設定した接続先 ( APN ) が表示され 
ます。 

[接続先 ( APN ) の選択]で接続先名 ( APN ) 
を確認し、[次へ]をクリックする。 

|ユーザ旧■パスワードを設定し、[次へ] 
をクリックする。 

• ユーザ D •パスワードの設定は、プ□バイダから提 
供された各種情報を、大文字、小文字などに注意 
し、正確に入力して < ださい。 

• Windows XP、Windows 2000の場合は使用可能 
なユーザーを選びます。 



Windows Vista の場合 

• 操作了の設定はありません。操作8に進みます。 

[最適化を行う]が0であることを確認 
し、[次へ]をクリックする。 



• FOMA パケット通信を利用するため、パソコン内 
の通信設定を最適化します。すでに最適化されて 
し、る場合には、この画面は表示されません。 
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設定情報を確認し、[完了]をクリック 
する。 

• 設定した内容が一覧画面で表示されます。設定内容 
に誤りがないことを確認してください。 

[デスクトップにダイヤルアップの シヨー トカッ 
卜を作成する]が0のとき、 シヨー トカットが自 
動的に作成されます。 

設定内容を変更する場合は[戻る]をクリックして 
<ださい。 

[完了]の画面で [0 K ] をクリックする。 

• 設定変更を有効にするためには、パソコンを再起 
動する必要があります。再起動をする旨の画面が 
表示された場合は[はい]を選びます。 

• 通信を行うには (03715) 

■ かんたん設定から 64K データ通信を選択す 
る場合 (mopera U または mopera を利用） 

64 K データ通信の設定を行います。プ□バイダは、ド 
コモのインターネット接続サービス mopera U また 
は mopera を利用します。 

p.iir かんたん設定からバケット通信 
を選択する場合 (mopera U または 
mopera を利用)」の操作1〜4を行う。 

• 操作2の接続方法は [64 K データ通信]を選びま 
す。 

接続名の入力とモデムを選んで[次へ] 
をクリックする。 



[次へ]をクリックする。 

• mopera U または mopera をご禾翻の場合は、[ュー 
ザ ID ] と[パスワード]については空欄でも接続で 
きます。 

• Windows XP、Windows 2000の場合は使用可能 
なユーザーを選びます。 



設定情報を確認し、[完了]をクリック 
する。 

• 設定した内容が一覧画面で表示されます。設定内 
容に誤りがなしヽことを確認してください。 

[デスクトップにダイヤルアップのシヨートカッ 
卜を作成する]が0のとき、 シヨー トカットが自 
動的に作成されます。 

設定内容を変更する場合は[戻る]をクリックして 
ください。 

[完了]の画面で [OK] をクリックする。 

• 通信を行うには(ぼ P .15) 

■ かんたん設定から 64K データ通信を選択 
する場合(その他のプロバイダを利用） 

64 K データ通信の設定を行しヽます。 

p.iir かんたん設定からバケット通信 
を選択する場合 (mopera U または 
mopera を利用)」の操作1〜4を行う。 

參操作2の接続方法は [64 K データ通信]、操作3の 
接続先は[その他]を選びます。 


• [接続名]欄に任意の接続名を入力します。 

• 次の記号(半角文字)は入力できません。 

¥ /: * ?! < > |” 

• [モデムの選択]が [FOMA SH 904 i ] に設定されて 
いることを確認してください。 

• mopera U および mopera に接続する場合は、発信 
者番号通知を行う必要があります。[設定しない] 
もしくは [186 を付加する]を選んでください。 
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各項目を設定し、[次へ]をクリックす 4 設定情報を確認し、[完了]をクリック 

る。 する。 



• ISDN 同期 64 K アクセスポイントを持つプロバイダ 
に接続する場合は、ダイヤルアップ作成時に以下 
の項目をそれぞれ登録します。 

■ 接続名:任意 

■ モデムの選択 : FOMA SH 904 i 
■ 電至舌番导： 

プロバイダ情報を元に正しく入力して<ださい。 

• 接続名に次の記号(半角文字)は入力できません。 
¥ ハ*?!〈> 1，， 

• 電話番号に入力できる文字は次のとおりです。 
0123456789 ABCDPTWabcdptw 
! @ $ -. 0 + * #，&および半角スペース 
• ダイヤルアップ時に発信者番号通知を行うか選択 
してください。発信者番号通知の設定につしヽては、 
ご利用になるプ□バイダの指示情報に従ってくだ 
さし、 0 

高度な設定 (TCP/IP の設定） 

• [詳細情報の設定]をクリックすると IP アドレス* 
ネームサーバー設定画面が表示されます。ご加入 
のプ□バイダや、社内 LAN などのダイヤルアップ 
情報として入力が必要な場合は、入力指示情報を 
元に、各種アドレスを登録してください。 


ユーザ旧 ■パスワ ー ドを設定し、[次へ] 
をクリックする。 

籲ユーザ〇づ\°スワードの設定は、プ□バイダから提 
供された各種情報を、大文字、小文字などに注意 
し、正確に入力してください。 

• Windows XP、Windows 2000の場合は使用可能 
なユーザーを選びます。 



• 設定した内容が一覧画面で表示されます。設定内 
容に誤りがなしヽことを確認して < ださい。 

[デスクトップにダイヤルアップのシヨートカッ 
卜を作成する]が0のとき、シヨートカットが自 
動的に作成されます。 

設定内容を変更する場合は[戻る]をクリックして 
ください。 

[完了]の画面で [ OK ] をクリックする。 


設定した通信を実行する 


デスクトップの接続アイコンをダブル 
クリックする。 

• 接続画面が表示されます。 

• 接続アイコン名には、設定を 
行ったときに入力した接続名 
が表示されます。 


[ダイヤル]をクリックする。 

• 接続が開始されます。 


foma へ接轻 f?irx| 



• mopera U または mopera を選んだ場合は[ユー 
ザー名]と[ノヽ°ヌワード]については空欄でも接続 
できます。 

• P .15 の操作3で[ユーザー名]と[パスワード]を入 
力した場合は、その情報が入力されています。 

• その他のプ□バイダやダイヤルアップ接続の場合 
は、[ユーザー名]と[パスワード]を入力して[ダイ 
ヤル]をクリックします。 

• ユーザー名とパスワードを保存する項目を0に 
すると、次回からは入力の必要がなくなります。 
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お知らせ 

• デスクトップに接続アイコンがないとき 
(Windows XP ) 

[スタート]メニュー—[すべてのプログラム] — [アクセ 
サリ]—[通信]—[ネットワーク接続]をクリックする。 
(Windows Vista ; 

[スタート]メニュ ー— [接続先]をクリックする。 
(Windows 2000) 

[スタート]メニュ ー— [プログラム]—[アクセサリ]— 
[通信]—[ネットワークとダイヤルアップ接続]をク 
リックする。 

• FOMA 端末には、バケット通信を実行すると発信中の画 
面、 64 K データ通信を実行すると呼出中の画面がそれぞ 
れ表示されます。 

• パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度とは 
異なる場合があります。 

■切断のしかた 

インターネットブラウザを終了しただけでは切断さ 
れなし\場合があります。確実に切断するには、次の操 
作をしてください。 

タスクトレイの [ sn をクリックし、 
[切断]をクリックする。 

參接続が切断されます。 

Windows Vista の場合 

• [スタート]メニュ ー- ^[接続先]—[ネットワーク 
に接続]の順に選んで、接続しているダイヤルアッ 
プを選んで[切断]をクリックします。 


通信設定最適化 (Windows XP 、 
Windows 2000のみ） 


■ 通信設定最適化の役割 

通信設定最適化ソフトは FOMA ネ ットワークで パ 
ケット通信を行う際に、 TCP/IP の伝送能力を最適化 
するための TCP パラメータ 設定 ツー ルです。 

FOMA 端末の通信性能を最大限に活用するには、こ 
のソフトウェアによる通信設定が必要です。 

■最適化の設定と解除 

• Windows XP の場合 

Windows XP の場合は、ダイヤルアツプごとの最適 
化設定が可能です。 


FOMA PC 設定ソフトを起動し、[通信 
設定最適化]をクリックする。 



タスクトレイから通信設定最適化を操作する 
場合 

• タスクトレイの[國]をクリックし、通信設定最 
適化を起動してください。 

次の操作を行う。 

システム設定が最適化されていない場合 

• 次の画面が表示されます。 

[384 kbps ] を選んで[最適化を行う]をクリックし 
てください。 

通信設定最適化(ダイヤルアップ作成)画面が表示 
されます。 

最適化するダイヤルアップを選んで[実行]をク 
リックすると、システム設定、ダイヤルアップ設定 
それぞれの最適化が実行されます。 

システム設定は、画面表示に従ってパソコンを再 
起動したあと、最適化が有効になります。 



システム設定が最適化されている場合 

• 次の画面が表示されます。 

ダイヤルアツプを変更する場合は、設定するダイ 
ヤルアップを選び最適化を行って<ださい。 
変更した内容はパソコンを再起動したあと、有効 
になります。 
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最適化を解除する場合 

• FOMA 端末以外での通信などの理由から設定を解 
除する場合は、解除するダイヤルアツプ接続の 
チェックを外し、[実行]をクリックします。再起動 
を確認する画面が表示されます。現在開いている 
すべてのプログラムを終了し、最適化解除を有効 
にするために、再起動を実行してください。 



• Windows 2000の場合 

「Windows XP の場合」の操作1を行 
う 。 

次の操作を行う。 

システム設定が最適化されていない場合 

參次の画面が表示されます。 

[384 kbps ] を選んで[最適化を行う]をクリック 
し、現在開いているすべてのプログラムを終了さ 
せ、最適化設定を有効にするために、再起動を実行 
して <ださい。 



システム設定が最適化されている場合 

• 次の画面が表示されます。 

FOMA 端末以外での通信などの理由から設定を解 
除する場合は、[最適化を解除する]— [ OK ] を順に 
クリックしてください。再起動を確認する画面が 
表示されます。現在開いているすべてのプ□グラ 
ムを終了し、最適化解除を有効にするために、再起 
動を実行して < ださい。 



接続先 ( APN ) の設定 


■ FOMA 端末からの接続先 ( APN ) 情報の 
読み込み 

[接続先 
(APN) 設定] 

をクリック 
し、 R)MA 端 
末設定取得画 
面で [OK] を 
クリックする 
と、接続され 

た FOMA 端末に自動的にアクセスし、登録されてい 
る接続先 (APN) 情報を読み込みます (FOMA 端末が 
接続されていなし U 昜合は起動しません)。また、設定 
情報は ツールバーから [ファイル]— [FOMA 端末か 
5設定を取得]を順に選んでも読み込むことができ 
ます。 

■ 接続先 ( APN ) の追加 • 編集•削除 

• 接続先 ( APN ) を追加する場合 

接続先 (APN) 設定画面で、[追加]をクリックします。 

• 登録済みの接続先 ( APN ) を編集または 
修正する場合 

接続先 (APN) 設定画面で、対象の接続先 (APN) を一 
覧か5選んで[編集]をクリックします。 

• 登録済みの接続先 ( APN ) を削除するに 
は 

接続先 (APN) 設定画面で、対象の接続先 (APN) を一 
覧か5選んで[削除]をクリックします。 

• 番号 ( cid ) の1と3に登録されている接続先 ( APN ) は削 
除できません潘号 ( cid ) の3を選択して、「削除」をク 
リックしても、実際には削除されず、 「 mopera . net 」 に戻り 
ます)。 

■ ファイルへの保存 

FOMA 端末に登録された接続先 (APN) 設定のバッ 
クアップや編集中の接続先 (APN) 設定を保存したい 
場合は、ツールバーの[ファイル]か5の操作で、接続 
先 (APN) 設定の保存ができます。 

■ ファイルからの読み込み 

保存された接続先 (APN) 設定を再編集したり、 
FOMA 端末に書き込みたい場合には、ツールバーの 
[ファイル]か5の操作で、パソコンに保存されてい 
る接続先 (APN) 設定を読み込むことができます。 
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■ FOMA 端末への接続先 ( APN ) 情報の書 
き込み 

接続先 (APN) 設定画面で、 [FOMA 端末へ設定を書 
き込む]をクリックすると、表示されている接続先 
(APN) 設定を FOMA 端末に書き込むことができま 
す。 

■ダイヤルアップ作成機能 

接続先 (APN) 設定画面で追加•編集された接続先 
(APN) を選んで[ダイヤルアップ作成]をクリックし 
ます。 FOMA 端末への書き込み確認画面が表示され 
ますので、[はい]をクリックしてください。接続先 
(APN) への書き込み終了後、[バケット通信用ダイヤ 
ルアップの作成]画面が表示されます。 

任意の接続名を入力して[ユーザ D •パスワードの設 
定]をクリックします (mopera U または mopera をご 
利用の場合は、空欄でも接続できます)。 

• Windows XP、Windows 2000の場合 

[ユーザ D] と[パスワード]を入力して使用可能ユー 
ザーを選んで [OK] をクリックして < ださい。 

• Windows Vista の場合 

[ユーザ D] と[ノ \°スフード]を入力して[〇]をク 
リックして < ださし、。 

ご利用のプ□バイダより、 IP および DNS 情報の設定 
が指示されている場合、バケット通信用ダイヤル 
アップの作成画面で[詳細情報の設定]をクリック 
し、必要な情報を登録後、 [OK] をクリックしてくだ 
さい。 

設定を入力後、 [OK] — [OK] —[FOMA 端末へ設定を 
書き込 53] を順にクリックして、上書きを確認してか 
5、書き込みを実行してください。 



パケット通信と 64 K データ通信の設定手 
順 


FOMA PC 設定ソフトを使わずに、バケツト通信/ 
64K データ通信を設定する方法について説明しま 
す0 

設定を行うためには、 AT コマンドを入力するための 
通信ソフトが必要です。ここでは Windows 標準添付 
の「ハイパーターミナル」を使って説明します。 

• AT コマンドで設定する操作は、以下のような流れになり 
ます。 

• 64 K データ通信の場合、接続先 ( APN ) の設定はありませ 
ん。 

• Windows Vista は「ハイパーターミナル」に対応していま 
せん 。 Windows Vista の場合は 、 Windows Vista 対応のソ 
フトを使って設定してください(ご使用になるソフトの 
使用方法に従ってください)。 



お知らせ 

• バケツト通信/ 64 K データ通信の設定をする前に通信 
設定ファイルをインス!ルしてください （03= P .4)。 

• AT コマンドとは、モデム制御用のコマンドです。 

F 〇 MA 端末は AT コマンドに準拠し、さらに拡張コマン 
ドの一部や独自の AT コマンドをサボートしています。 

籲ドコ モのインターネツト接続サービス mopera U または 
mopera をご利用になる場合、お買い上げ時に設定され 
ているため、接続先 ( APN ) の設定は不要です。 

• 発信者番号通知の設定は必要に応じて設定してくださ 
い (mopera U または mopera をご利用の場合、[通知]に 
設定する必要があります)。お買い上げ時は、[設定なし] 
に設定されています。 

• その他の設定は必要に応じて設定してください。お買い 
上げ時のままでも利用できます。 
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接続先 ( APN ) の設定 


バケット通信を行う場合の接続先 (APN) を設定しま 
す。最大10件まで登録できます。接続先は1〜10の 
cid(o^=P.19) という番号で管理されます。お買い上 
げ時、 cid の1番には mopera に接続するための APN 
rmopera.ne.jp 丄 cid の3番には mopera U に接続する 
ための APN 「 mopera.net」 が設定されていますので、 
cid2、 4〜1◦に接続先 (APN) を登録してください。 

• 登録した cid はダイヤルアップ接続設定での接続番号と 
なります。 

• mopera U または mopera 以外の接続先 ( APN ) については、 
インターネットサービスプ□バイダまたはネットワーク 
管理者にお問い合わせください。 

く例〉 Windows XP の場合 

• Windows 2000をご使用のときは、画面の表示が異なり 
ます。 

FOMA 端末をバソコンに接続する。 

[スタート]メニュ-^[すべてのプロ 

グラム]—[アクセサリ: K [通信: H [ハ 
イパーターミナル]の順に選ぶ。 

* ハイパーターミナルが起動します0 

Windows 2000の場合 

• [スタート]メニュ ー— [プログラム]—[アクセサ 
リ]—[通信]—[ハイパーターミナル]の順に選び 
ます。 

[名前]に接続先名など任意の名前を入 
力して [ OK ] をクリックする。 



• 電話番号の詳細設定画面が表示されます。 


[接続方法]から [FOMA SH 904 i ] を選 
んで[電話番号]に実在しない電話番号 
([0]など）を仮入力して、 [ OK ] をク 
リックする。 



• 市外局番には、 Windows に設定されている値 [03] 
などが表示されますが、接続先 ( APN ) の設定とは 
関係ありませんので、任意の値を設定して <ださ 
い。 

接続画面が表示されたら、[キャンセ 
ノレ]をクリックする。 

接続先 ( APN ) を入力して□を押す。 



•「 AT + CGDCONT =< cid >，" PPP ’ V ' APN "」 の形式で入 
力します ( O ^ P .32)。 

< cid > : 2、4〜10までのうち任意の番号を入力 
します。 

" PPP " :そのまま" PPP " と入力します。 

" APN ": 接続先 ( APN ) の名称を''"で囲んで入力し 
ます。 

• [0 K ] と表示されると、 APN の設定は完了です。 

• 現在の接続先 ( APN ) 設定を確認したい場合は 
「 AT + CGDCONT ? Q )」 と A 力すると、接続先 
( APN ) 設定が一覧画面で表示されます。 
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AT コマンドを入力しても画面に何も表示さ 
れない場合 

• ATE13 

詳しくは、 P .35 を参照してください。 

AT コマンドで接続先 (APN) 設定をリセット 
する場合 

• AT + CGDCONT = a ： すべての cid を リセ ット 

します 

• AT+CGDCONT=<cid>a： 特定の cid のみリセット 

します 

リセットした場合、 < cid >= 1は 「 mopera . ne . jp 」 （初期 
値)、く cid >=3 は「 mopera.net J (初期値)に戻り、 
< cid >=2、 4〜10の設定は未登録になります。 

AT] マンドで接続先 (APN) 設定を確認する 
場合 

• AT+CGDC0NT?a 

詳しくは、 P .32 を参照してください。 

vYii'ES 鼴■で MV llttO U<P •vA'JW 


MT:I,“PPP' "iiopera. ne. jp'.O.O 
MT：2. TPP: ”XXX.abc”..0,0 


[ OK ] が表示されていることを確認 U 
[フアイル]メニューから[ハイパー 
ターミナルの終了]を選ぶ。 



• ハイパーターミナルが終了します。 

• [セッション XXX を保存しますか？]と表示され 
ますが、保存する必要はありません。 


発信者番号の通知/非通知を設定する 


発信者番号はお客様の大切な情報です。通知する際 
には十分にご注意ください。 

P .1 9「接続先 ( APN ) の設定」の操作 
1〜5を行う。 

バケツ ト 通信時の発信 者 番号の通知 
(186)/非通知 （184) を設定する。 



•「 AT * DGPIR =< n >」 の形式で入力します 
幡 P .31)。 

AT * DGPIR =1 □: 

バケツト通信確立時、接続先 ( APN ) に H 84」 を 
付けて接続します。 

AT * DGPIR =2 □: 

バケツト通信確立時、接続先 ( APN ) に H 86」 を 
付けて接続します。 

[ OK ] が表示されたことを確認する。 



■ダイヤルアップネットワークでの通知/ 
非通知設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定でも、接続先の 
番号に n 86」(通知)/「184」(非通知）を付けること 
ができます。 

*DGPIR コマンド、ダイヤルアップネットワークの設 
定の両方で「186」(通知)/「I84」(非通知)の設定を 
行った場合は、次のようになります。 
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ダイヤルアップネッ 
トワークの設定 
(く cid >=1 の場合） 

氺 DGPIR コマンド 
による通知/非通 
知設定 

発信者番号の 
通知/非通知 

*99***1# 

設定なし 
(初期値) 

通知 

非通知 

非通知 

通知 

通知 

184*99***1# 

設定なし 
(初期値) 

非通知 

(ダイヤルアップ 
ネツトワークの 
「184」が優先され 
る） 

非通知 

通知 

1 86*99 林* 1 # 

設定なし 
(初期値） 

通知 

(ダイヤルアップ 
ネツトワークの 
「186」が優先され 
る） 

非通知 

通知 


•「186」(通知 ) /n 84」(非通知)を[設定なし](初期値)に 
戻すには、 「 AT * DGPIR =0」 と入力してください。 

• ドコモのインターネット接続サービヌ mopera U または 
mopera をご利用になる場合は、発信者番号を[通知]に設 
定する必要があります。 


ダイヤルアップネッ 


接続先および TCP/IP プロトコルを設定します。設定 
内容の詳細については、インターネットサービスプ 
□バイダやネットワーク管理者にお問い合わせくだ 
さい0 

■接続先について 

パケット通信では、あ5かじめ接続先 (APN) 設定を 
しておきます。接続先 (APN) 設定で1〜10の管理番 
号 (cid) に接続先 (APN) を登録しておけば、その管理 
番号を指定してバケット通信ができます。接続先 
(APN) 設定とはパソコンでパケット通信用の電話帳 
を登録するよ〇なもので、通常の電話帳と比較する 
と次のようになります。 


電話帳の登録 

パヶット通信の設定 

登録番号(メモリ番号） 

1〜10の管理番号 ( cid ) 

相手の名前 

接続先の名前(接続先 ( APN )) 

相手の電話番号 

*99***< cid ># 


たとえば、 mopera の接続先 (APN)、 「 mopera.ne.jp」 を 
cicM に登録している場合、「*99林*1#」とし、う接続 
先番号を指定すると、 mopera に接続できます。他の 
cid に登録した場合も同様です。 

*99*林1#: cidl に登録した接続先 (APN) に接続 

します。*99#でも接続できます。 

*99 林* 2#: cid2 に登録した接続先 (APN) に接続 
I します。 

*99 林*10#: cid 1◦に登録した接続先 (APN) に接 
続します。 


お買い上げ時、 cicM には mopera に接続するための 
APNrmopera.ne.jp」 が、 cid3 には mopera U に接続す 
るための APNr mopera.net」 が登録されています。 
mopera または mopera U の接続先 (APN) 以外のイン 
ターネットサービスプ□バイダや企業 LAN に接続す 
る場合は、 cid2、 4〜1◦に接続先 (APN) を登録してく 
ださし UO^P.19)。 

64K データ通信では、接続先にはインターネット 
サービスプ□バイダやネットワーク管理者か5指定 
されたアクセスポイントの電話番号を入力します。 

• 設定内容の詳細については、インターネットサービスプロ 
バイダやネットワーク管理者にお問い合わせください。 

• 64 K データ通信をご禾翻の場合のアクセスボイントの電 
話番号は 、 mopera U をご利用の場合「*8701丄 mopera を 
ご利用の場合「*9601」です 0 

•パケット通信をご禾翻の場合の接続先番号は 、 mopera U 
をご禾翻の場合「*99***3#丄 mopera をご禾翻の場合 
「*99***1#」です(お買し、上げ時)。 

■ Windows XP でダイヤルアップネット 
ワークの設定をする 

Windows XP では「ネットワークの接続ウイザード」 
を使用して、接続先 (APN) と TCP/IP プロト]ルの両 
方を設定します。 

く例〉く cid>=3 を使し、ドコモのインターネット接続 
サービス mopera U へ接続する場合 

• mopera U をご禾 U 用いただく場合は、お申し込みが必要 
(有料)となります。 

[スタート]メニュ-^[すべてのプロ 

グラム]—[アクセサリ] — [通信]— 
[ネットワーク接続]をクリックする。 

• ネットワーク接続画面が表示されます。 

[ネットワークタスク]の[新しい接続 
を作成する]をクリックする。 

• 新しい接続ウイザード画面が表示されます。 

[次へ]をクリックする。 

• ネットワーク接続の種類を選ぶ画面が表示されま 
す。 

4 [インターネットに接続する]を選んで 

[次へ]をクリックする。 

• 準備画面が表示されます。 

[接続を手動でセットアップする]を選 
んで[次へ]をクリックする。 

• インターネット接続画面が表示されます。 

[ダイヤルアップモデムを使用して接 
続する]を選んで[次へ]をクリックす 
る 。 

• デバイスの選択画面が表示されます。 
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[モデム - FOMA SH 904 i ( COMx )] を 
選んで[次へ]をクリックする。 

• 「 X 」には数字が入ります。 

• 接続名画面が表示されます。 

• [FOMA SH 904 i ] 以外のモデムがインストールさ 
れていない場合、この画面は表示されません。 

[ ISP «] に任意の接続名を入力して 
[次へ]をクリックする。 



• ダイヤルする電話番号画面が表示されます。 

• [ISP 名]とは、インターネツトサービスプ□バイダ 
の名称です。 

[電話番号]に接続先の番号を入力して 
[次へ]をクリックする。 



• インターネットアカウント情報画面が表示されま 
す。 

• ここではく cid >=3 (mopera U ) への接続のため、 
「*99***3#」を入力します。 

各項目を画面例のように設定し、[次 
へ]をクリックする。 



• 新しい接続ウイザードの完了画面が表示されま 
す0 

• mopera U または mopera をご利用の場合は、[ユー 
ザー名]と[ノ \°スワード]については空欄でも接続 
できます。 

• mopera U または mopera 以外のプ□バイダに接続 
する場合の[ユーザー名]と[パスワード]は、プロ 
バイダご使用のユーザー名とパヌワードを入力し 
てください。 


[新しい接続ウィザードの完了]が表示 
されたら、[完了]をクリックする。 

• 新しく作成した接続ウィザードが表示されます。 

設定内容を確認し、[キヤンセル]をク 
リックする。 

• ここではすぐに接続せずに、設定の確認のみを行 
います。 

作成した接続先アイコンを選んで 
[ファイル]メニューの[プロパティ]を 

選ぶ。 

• 接続先のプ□パテイ画面が表示されます。 

[全般]タブの各項目の設定を確認する。 



• パソコンに2台以上のモデムが接続されている場 
合は、[接続の方法]の [FOMA SH 904 i ] が0に 
なっているか確認します。□の場合は、0にしま 
す。また、 [FOMA SH 904 i ] 以外のモデムの0を □ 
にします。 

• [ダイヤル情報を使う]が□になっていることを 
確§忍します。0の場合は、□にします。 

[ネットワーク]タブをクリックし、各 
項目の設定を確認し、[設定]をクリッ 
クする。 



• [呼び出すダイヤルアップサーバーの種類]は 
[ PPP : Windows 95/98/ NT 4/2000, Internet ] に設定 
します。 
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• [この接続は次の項目を使用します]の欄は、[イン 
夕ーネットプロトコル ( TCP / IP )] のみを0にしま 
す。 [ QoS パケットスケジューラ]は設定変更でき 
ませんので、そのままにしておいてください。 

• PPP 設定画面が表示されます。 

• ISP などに接続する場合の TCP / IP 設定は、 ISP また 
はネットワーク管理者に確認してください。 

すべての項目を□にし、 [0 K ] をクリツ 
クする。 



• 接続先のプロパティ画面に戻ります。 

[プロパティ]の画面で [0 K ] をクリッ 
クする。 

• 接続先と TCP/IP プ□トコルが設定されます。 

• ダイヤルアップ接続するには P .26 を参照してくだ 
さい。 

■ Windows Vista でダイヤルアップネッ 
トワークの設定をする 

Windows Vista では「ネットワークの接続ウイザー 
ド」を使用して、接続先 (APN) を設定します。 

<例> <cid>=3 を使しヽドコモのインターネット接続 
サービス mopera U へ接続する場合 
• mopera U をご禾 U 用いただく場合は、お申し込みが必要 
(有料)となります。 

[スタート]メニュ-^ [接続先]をク 

リックする。 

• ネットワークに接続画面が表示されます。 

[接続またはネットワークをセット 
アップします]をクリックする。 

• ネットワークに接続画面が表示されます。 

[ダイヤルアップ接続をセットアップ 
します]—[次へ]をクリックします。 

• パソコンに2台以上のモデムが接続されている場 
合は、[どのモデムを使いますか？]という画面が 
表示されますので、 [FOMA SH 9 O 40 を選んでくだ 
さし、 0 

• ダイヤルアップ接続をセツトアップします画面が 
表示されます。 


[ダイヤルアップの電話番号]に接続先 
の番号、[接続名]に任意の接続名を入 
力して[接続]をクリックする。 


◎ タイヤルアツ;^®セツトアツプします 



• [ダイヤルアップの電話番号]は、ここでは < cid >=3 
(mopera U ) への接続のため、「*99林*3#」を入力 
します。 

• mopera U または mopera をご禾翻の場合は、[ユー 
ザー名]と[ノヽ°スワード]については空欄でも接続 
できます。 

• mopera U または mopera 以外のプ□バイダに接続 
する場合の[ユーザー名]と[パスワード]は、プロ 
バイダご使用のユーザー名とパスワードを入力し 
て < ださい。 

[(接続名）に接続中]と表示されたら、 

[スキップ]をクリックする。 

• ここではすぐに接続せずに、設定の確認のみを行 
います。 

• [スキップ]をクリックしなかった場合、インター 
ネットに接続されます。 

[接続をセットアップします]をクリッ 

クし、[閉じる]をクリックする。 

[スタート]メニュ-^[ネットワーク] 

をクリックし、[ネットワークと共有セ 

ンター] — [ネットワーク接続の管理] 

を順にクリックする。 

• ネットワーク接続画面が表示されます。 

作成した接続先アイコンを選んで、右 

クリックで[プロパティ]を選ぶ。 

• プ□パテイ画面が表示されます。 
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[全般]タプの各項目の設定を確認す 
る0 



• パソコンに2台以上のモデムが接続されている場 
合は、[接続の方法]の [FOMA SH 904 i ] が0に 
なっているか確認します。□の場合は、0にしま 
す。また 、 [FOMA SH 904 i ] 以外のモデムの®を □ 
にします。 

• [ダイヤル情報を使う]が□になっていることを 
確認します。0の場合は、□にします。 

In [ネットワーク]タブをクリックし、各 

項目の設定を確認する。 



• [この接続は次の項目を使用します]の欄は、[イン 
夕ーネツトプ□卜]ルバージョン4 ( TCP / IPv 4)] 
のみを0にします。 [ QoS バケットスケジューラ] 
は、ご使用のプ□バイダの指示に従って設定して 
ください。 

[オプション]タブをクリックし 、 [PPP 
設定]をクリックする。 

• PPP の設定画面が表示されます。 

すべての項目を□にし、 [ OK ] をクリツ 
クする。 



• オプション設定画面に戻ります。 


[ OK ] をクリックする。 

• 接続先と TCP/IP プ□トコルが設定されます。 
•ダイヤルアップ接続するには P .26 を参照してくだ 
さし、。 

■ Windows 2000でダイヤルアップネット 
ワークの設定をする 

Windows 2〇〇〇では「ネットワークの接続ウイザー 
ド」 を使用して、 接続先と TCP/IP プロ 卜]ルの両方 
を設定します。 

<例〉く cid>=3 を使し、ドコモのインターネット接続 
サービス mopera U へ接続する場合 
• mopera U をご禾 U 用いただく場合は、お申し込みが必要 
(有料)となります。 

[スタート]メニュー- >[ プログラム] — 
[アクセサリ] — [通信]—[ネットワー 
クとダイヤルアップ接続]をクリック 
する。 

• ネットワークとダイヤルアップ接続画面が表示さ 
れます。 

[新しい接続の作成]アイコンをダブル 
クリックする。 

• 所在地情報画面が表示されます。 

• この画面は[新しい接続の作成]をはじめてダブル 
クリックしたときに表示されます。 

2回目以降の場合は、操作5へ進みます。 

[市外局番]を入力して [ OK ] をクリッ 
クする。 

• 電話とモデムのオプション画面が表示されます。 

4 [ OK ] をクリックする。 

• ネットワークの接続ウイザード画面が表示されま 
す。 

[次へ]をクリックする。 

• ネットワーク接続の種類を選択する画面が表示さ 
れます。 

n [インターネットにダイヤルアップ接 
続する]を選んで[次へ]をクリックす 
る 。 

• ウイザードの開始画面が表示されます。 

[インターネット接続を手動で設定す 
るか、または ローカル エリアネット 
ワーク （ LAN ) を使って接続します]を 
選んで[次へ]をクリックする。 

• インターネットの選択画面が表示されます。 

R [電話回線とモデムを使ってインター 

ネットに接続します]を選んで[次へ] 
をクリックする。 

參モデムの選択画面が表示されます 0 
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次ページへ続く ►► 







































































[インターネットへの接続に使うモデ 
厶を選択する]が [FOMA SH904I] に 
設定されていることを確認し、[次へ] 
をクリックする。 

• インターネットアカウントの接続情報画面が表示 
されます。 

• [FOMA SH904i] に設定されていない場合は、 
[FOMA SH904i] に設定してください。 

• [FOMA SH904i] 以外のモデムがインストールさ 
れてしヽなしヽ場合、この画面は表爪されません。 

[電話番号]に接続先の番号を入力して 
[詳細設定]をクリックする。 



• 詳細設定プロパティの接続画面が表示されます。 
• [市外局番とダイヤル情報を使う]が□に 

なっていることを確認します。0の場合は□にし 
ます。 

[接続]タブの各項目を画面例のように 
設定する。 



[アドレス]タブをクリックし、各項目 
を画面例のように設定する。 



• ISP などに接続する場合の TCP/IP 設定は、 ISP また 
はネットワーク管理者に確認してください。 


[OK] をクリックする。 

• インターネットアカウントの接続情報画面に戻り 
ます。 

\n [次へ]をクリックする。 

• インターネットアカウントの□グイン情報画面が 
表示されます。 

各項目の設定を確認し、[次へ]をク 

リックする。 

• コンピュータの設定画面が表示されます。 

• mopera U または mopera をご禾翻の場合は、[ユー 
ザー名]と[パスワード]については空欄でも接続 
できます。空欄のまま[次へ]をクリックすると 
[ューザー名]と[ノ \°スワード]それぞれに確認の画 
面が表示されますので[はい]をクリックして <だ 
さい。 

• mopera U または mopera 以外のプ□バイダに接続 
する場合の[ューザー名]と[パスワード]は、プロ 
バイダご使用のューザー名とパスワードを入力し 
てください。 

[接続名]に任意の接続名を入力して 

[次へ]をクリックする。 



• e-mail アカウントの設定画面が表示されます。 

[いいえ]を選んで[次へ]をクリックす 
る。 

• インターネット接続ウイザードの終了画面が表示 
されます。 

|R [完了]をクリックする。 



• ネットワークとダイヤルアップ接続画面に戻りま 
す。 

作成した接続先アイコンを選んで 
[ファイル]メニューの[プロパティ]を 

選ぶ。 

• 接続先のプ□パテイ画面が表示されます。 
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次ページへ続く ►► 
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[全般]タブの各項目の設定を確認す 
る0 



• パソコンに2台以上のモデムが接続されている場 
合は、[接続の方法]の [FOMA SH 904 i ] が0に 
なっているか確認します。□の場合は、0にしま 
す。また 、 [FOMA SH 904 i ] 以外のモデムの0を □ 
にします。 


• [ダイヤル情報を使う]が□になっていることを 
確認します。0の場合は□にします。 

[ネットワーク]タブをクリックし、各 
項目の設定を確認する。 


全般|オプション|セキュリティ私共有| 
呼び出すタイヤルアツブサ—パ-の種類 (£): 


f の種雙 


mmmz] 

設定迄） 


チI、カ ボックスがオンになっている]ン术ーネントはこの接続•使われます◎: 



□霪 Microsoft ネットワ-ク用クライアント 


インス.トル (P... 丨 則除 (U) | 

ブ□パティ(段 | 









1 OK 

|キレ| 


• [呼び出すダイヤルアップサーバーの種類]は 
[ PPP : Windows 95/98/ NT 4/2000, Internet ] に設定 
します。 

• コンポーネントは[インターネットプ□トコル 
( TCP / IP )] のみを0にします。 

[設定]をクリックする。 

• PPP の設定画面が表示されます。 

すべての項目を□にし、 [OK] をクリツ 
クする。 



• 接続先のプ□パテイ画面に戻ります。 

[OK] をクリックする。 

• 接続先と TCP / IP プ□トコルが設定されます。 

• ダイヤルアップ接続するには P .26 を参照してくだ 
さし、 0 


ダイヤルアップ接続する 


く例〉 Windows XP でダイヤルアップ接続する場合 
• Windows Vista、Windows 2000をご使用のときは、画面 
の表示が異なります。 

FOMA 端末をバソコンに接続する。 

[スタート]メニュ-^[すべてのプロ 

グラム]—[アクセサリ] — [通信]— 
[ネットワーク接続]をクリックする。 

• ダイヤルアップネットワーク画面が表示されます。 

Windows Vista の場合 

• [フタート]メニュ ー— [接続先]をクリックします。 

接続先のアイコンをダブルクリックす 
る0 



• 接続画面が表示されます0 

• 接続先のアイコンを選んで[ファイル]メニューの 
[接続]を選んでも、接続画面が表示されます。 

d 各項目を確認し、[ダイヤル]をクリッ 

クする。 



パスワードが [ 


□ 次®2二 y：： が接続するとき使用するために、この:！ーザー名 t パスワード 



タイヤル <P: 090XXXXXXKX 


[ タイヤルぬ）] [ キャンセル| [ブ0パティぬ）1匸ヘルブ (Ji> 1 


• 接続先へ接続されます。 

• [ダイヤル]には「ダイヤルアップネットワークを 
設定する」 (03= p .2 1 ) で設定した電話番号が表示 
されます。 

• 接続先が mopera U または mopera の場合、[ュー 
ザー名]と[ノヽ°ヌワード]については空欄でも接続 
できます。 
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■切断するには 

インターネットブラウザを終了しただけでは切断さ 
れなし\場合があります。確実に切断するには、次の操 
作をしてください。 

タスクトレイの [ a ] をクリックし、 
[切断]をクリックする。 

• 接続が切断されます。 

Windows Vista の場合 

• タスクトレイの[3卜[接続または切断…]をク 
リツクし、切断先のアイコンをダブルクリックし 
ます。 


データの 送受信 ( OBEX ) につい 
て 


FOMA 端末内のデータをパソコンと送 
受信する 


• FOMA 端末は、データ通信用のプ□トコルとして、〇 BEX 
を持っています。本データ通信 ( OBEX によるデータの送 
受信)を使ってパソコンとの間で電話帳、電話番号表示の 
所有者情報、スケジュール、 ToDo リスト、送信メール 
( SMS 含む)、受信メール ( SMS 含む)、未送信メール (SMS 
含む)、テキストメモ、メ□デイ、マイピクチヤ、 i モー 

シヨン、マイドキュメント、プックマークのデータを送受 
信できます。また 、 FOMA SH 904 i には赤外線通信機能が 
搭載されています。赤外線通信機能を搭載した他の 
FOMA 端末やパソコンなどと電話帳や受信メールなどの 
データを送信したり、受信したりできます。また、 
microSD メモリーカード経由でもデータを転送できま 
す0 

• FOMA 端末では、次の3通りのデータ送信が可能です。 

■ パソコンから l = OMA 端末にデータを1件ずつ送信す 

る （1 件書き込み） 

■ パソコンから FOMA 端末にデータを一括して送信す 
る(全件書き込み） 

■ FOMA 端末からパソコンにデータを一括して送信す 
る(全件読み出し） 

争データの送受信中は圏外となり、音声電話やテレビ電話、 
i モードや i モードメール、バケット通信、プッシュトー 
クなどはできません。 

• データの送受信終了後、しば5く [酃]と表示される場合 
があります。 


お知らせ 

• パソコンの電源についても確認してください。データの 
送受信ができないだけでな <、データが失われることが 
あります。 

• 待受画面の状態でデータ通信を行ってください。待受画 
面に動画 / i モーションを設定している場合は、動画/ 
i モーションの再生を停止してからデータ通信を行っ 
てください。 

• 通信中(音声通話やテレビ電話、データ通信、プッシュ 
I ク）にデータの送受信はできません。また、データの 
送受信中には他の通信もできません。ただし、データの 
送受信開始直後などは着信を受ける場合があります。そ 
の場合、データの送受信が中止されます。 

• FOMA 力ード内の電話帳は送信できません。 

• 赤外線通信時、メールへの添付や FOMA 端末外への出力 
が禁止されているメ□デイ、静止画、 i モーシ ヨン や 
PDF データはパソコンに送信できません。ただし、内蔵 
のカメラで撮影した静止画や動画5、ファイル制限が 
[あり]に設定されていても送信されます。 

• i アプリの起動指定が貼り付けられているメールは、貼 
り付けられているデータを削除して送信されます。 

• 本文と合わせて 100 K バイトを超えるメールの添付デー 
夕は削除して送信されます。 

• 才ール□ック、またはセルフモードが設定されている場 
合、電話帳などのデータの送受信はできません。機能別 
□ックが設定されている場合、□ックされている機能の 
データの受信はできません。 

争ダイヤル発信制限が設定されている場合、電話帳のデー 
夕は送受信できません。 

•データの大きさによっては、送受信に時間がかかる場合 
があります。また、データの大きさによっては FOMA 端 
末で受信できない場合があります。 

• 電話帳のデータを受信する場合、1件受信のときは、メ 
モリ番号 [0 1 0] から、全件受信のときは、メモリ番号の 
情報に従って登録します。 

• 電話帳を全件受信すると、電話番号表示に登録されてい 
る所有者情報 （ 1件目の電話番号を除く）も上書きされ 
ます。 

• 電話帳はメモリ番呈順に送信されます。 

• 全件送信を行うと電話番号表示の所有者情報は電話帳 
と一緒に送信されます。 

• 2 M バイトを超える PDF は送信できません。 


お知らせ 

• F 〇 MA 端末とパソコンが正しく接続されているか十分 
に確認してください。正しく接続されていない場合、 
データの送受信ができないだけでなく、データが失われ 
ることがあります。 

• FOMA 端末の電池残量が十分残っていることを確認し 
て < ださい。電池残量がほとんど残っていない状態ゃ電 
池切れの状態では、データの送受信ができないだけでな 
く、データが失われることがあります。 FOMA 端末を卓 
上ホルダで充電しなが5操作することをおすすめしま 
す。 
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■ データの送受信 ( OBEX ) に必要な機器 

•データの送受信を行うには、 OBEX に準拠したデータ転送 
用のソフトをインターネットからダウン□—ドし、パソ 
コンにインストールする必要があります。データ転送用 
のソフトの動作環境、インストール方法については、デー 
夕転送用のソフトの取扱説明書を参照してください。ま 
た、あらかじめ FOMA SH 904 通信設定フアイルのインヌ 
卜-ル(ぼ P .4 〜 P .6) が必要です。 

• FOMA 端末とパソコンの接続には 、 FOMA USB 接続ケー 
プルが必要です。 

お知らせ 

• FOMA 端末のデータの送受信 ( OBEX ) 機能は、 IrMC 1 • 1に 
準拠しています。ただし、相手機器が IrMCl . l に準拠して 
いてもアプリケーシヨンによっては送受信できない 
データがあります。 


件送信する （1 件書き込み) 


• パソコンから FOMA 端末へデータを1件ずつ送信しま 
す。 

• FOMA 端末からパソコンへ1件ずつ送信することはでき 
ません。 

• データ送信の操作方法は、データ転送用のソフトによっ 
て異なります。詳しくは、データ転送用のソフトの取扱説 
明書を参照して < ださい。 

パソコンからデータ転送用のソフトを 
使ってデータ送信 （ 1件書き込み)の操 
作を行う。 

• データ送信のしかたについては、データ転送用の 
ソフトの取扱説明書を参照してください。 

お知らせ 

• 電話帳のデータを1件ずつ受信するとき（パソコンから 
FOMA 端末(本体)へ送信するとき）は電話帳のメモリ番 
号 [0 1 0] 〜 [999] の空いているメモリ番号の中で最も若 
いメモリ番号に登録されます。[010]〜 [999] がすべて 
登録されているときは、[000]〜 [009] の空いているメ 
モリ番号の中で最も若いメモリ番号に登録されます。 

• 電話帳のデータを受信した場合、すでに名前や電話番号 
またはメールアドレスが1000件登録されているときや 
1000件を超えるときは、登録できないことを通知する 
メッセ— ジが表示されます。 


データを全件送信する(全件書き込み/ 
全件読み出し） 


• パソコンと FOMA 端末の間で一括書き込みと一括読み出 
しができます。 

• 「全件書き込み」あるいは「全件読み出し」の操作では、 
データ転送用のソフトと FOMA 端末の両方で認証パス 
ワードを入力する必要があります。 

• データ送信の操作方法は、データ転送用のソフトによっ 
て異なります。詳し < は、データ転送用のソフトの取扱説 
明書を参照して < ださい。 

パソコンからデータ転送用のソフトを 
使ってデータ送信(全件転送)の操作を 
行う。 

• データ送信のしかたについては、データ転送用の 
ソフトの取扱説明書を参照して < ださい。 

• パソコン側でも認証パスワードの入力が必要です。 

• 認証パスワードは4桁の数字を入力してください。 

FOMA 端末で、端末暗証番号 （ 4〜8 
桁の数字）と認証パスワード （ 4桁の 
数字)を入力する。 

データ送信を開始する。 

お知らせ 

• パソコンか 5 F 0 MA 端末への全件書き込みを行うと 
FOMA 端末のデータはすべて書換えられます。元の 
FOMA 端末のデータは消去されますので、ご注意くださ 
し V シークレツト登録した電話帳、スケジュール、保護さ 
れたメールを含みます。 

• パソコンか 5 F 0 MA 端末への全件書き込みの途中で送 
信 エラー が起こると、送信中の FOMA 端末のすべての 
データが消去されることがあります。全件書き込みの前 
にケープルの接続、 FOMA 端末の電池残量、ノ \°ソコンの 
電源の状態を確認してください。 FOMA 端末を卓上ホル 
ダで充電しながら操作することをおすすめします。 

• 相手の機器によっては、通信状況(ノ 表示)が表示され 
ないことがあります。 
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AT コマンドー覧 


マンドについて 


AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の各機能を 
設定するためのコマンド(命令)です。パソコンでコ 
マンドを入力すると、その内容に従って FOMA 端末 
が動作します。 

■ AT コマンドの入力形式 

AT コマンドは、コマンドの先頭に必ず AT を付けて 
入力します。必ず半角英数字で入力して < ださい。以 
下に入力例を示します。 

ATD *99***1#3 


リターン マー ク ： Enter キーを押します。 コマ 
ンドの区切りになります。 

パラメータ：コマンドの内容です。 

コマンド：コマンド名です。 

AT コマンドはコマンドに続く パラメータ （数字や記 
呈)を含めて、必ず1行で入力します。1行とは最初 
の文字か 5(3 を押した直前までの文字のことで、 

160文字 (AT 含む）まで入力できます。 

■ AT コマンドの入カモード 

AT コマンドで FOMA 端末を操作するには、パソコン 
を夕ーミナルモードにして<ださい。夕ーミナル 
モードにすると、キ_ボ_ドか5入力された文字が 
そのまま通信ポートに送られ、 FOMA 端末を操作で 
きます。 

• オフラインモード 

FOMA 端末が待受の状態です。通常 AT コマンドで FOMA 
端末を操作する場合は、この状態で操作を行います。 

• オンライン データモー ド 

FOMA 端末が通信中の状態です。この状態のときに AT コ 
マンドを入力すると、送られてきた文字をそのまま通信 
先に送信して、通信先のモデムを誤動作させることがあ 
ります。通信中は AT コマンドを入力しないでください。 

• オンラインコマンドモード 

FOMA 端末が通信中の状態でも、特別な操作をすると、 
AT コマンドで FOMA 端末を操作できる状態になります。 
その場合、通信先との接続を維持したまま AT コマンドを 
実行し、終了すると再び通信を続けられます。 


お知らせ 

• 外部機器か5発信/ AT コマンド発信を行った場合 、 A 
モード/デュアルモードに設定しているときは A ナン 
パー発信、 B モードに設定しているときは B ナンパー発 
信します。 

[メモリダイヤル発信] 

六モ_ド時、電話帳 2 in 1設定が [ B ] の電話帳を利用して 
の発信はできません。 

B モード時、電話帳 2 in 1設定が [ A ] の電話帳を利用して 
の発信はできません。 

デュアルモード時には、電話帳 2 in 1設定が [ A ] / [ B ] / 
[共通]の電話帳を利用しての発信ができます （[ A ]/ 
[共通]の場合は A ナンパー発信、 [ B ] の場合は B ナン 
バー発信)。 

[リダイヤル発信] 

モードにかかわらず、最新のリダイヤルを利用しての発 
信ができます(利用するリダイヤルで発信した電話番号 
で発信)。 

■オンラインデータモードとオンラインコ 
マンドモードを切り替える 

FOMA 端末をオンラインデータモードか5オンライ 
ンコマンドモードに切り替えるには、以下の方法が 
あります。 

• +++コマンド または S 2 レジスタに設定した コー ドを入 
力します。 

• AT & D 1 に設定されているときに、 RS -232 C ※の ER 信号を 
〇 FF にします。 

また、オンラインコマンドモードからオンラインデー 
タモードに切り替えるには、 ATO □と入力します。 

※ USB インター フエー ヌにより、 RS -232 C の信号線が ェ 
ミュレートされていますので、通信アプリケーシヨンに 
よる RS -232 C の信号線制御が有効になります。 


お知らせ 

• ターミナルモードとは、パソコンを1台の通信端末 
(夕ーミナル)のように動作させるモードです。キーボー 
ドから入力した文字が通信ポートに接続されている機 
器や回線に送られます。 
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マンドー覧 


[M] : FOMA SH904i Modem Port で使用できる AT コマンドです。 


AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT 

[ M ] 

— 

本コマンドの後に本一覧表のコマンドを付加す 
ることで FOMA 端末のモデム機能を制御するこ 
とができます。 

※ム丁のみ入力した場合でも〇《が応答されます。 

ATQ 

0 K 

AT%V 

FOMA 端末のバージョンを表示し 
ます。※ 2 


AT%VQ 

Verl.OO 

[ M ] 



OK 

AT & C < n > 

[ M ] 

DTE への回路 CD ( DCD ) 信号の動作 
条件を設定します。& 1 

n =0 :回路 CD を常に ON 

n =1 :回路 CD 信号は回線接続状態に従って変化 
(お買い上げ時） 

& C 1 に設定する場合は、接続完了時の CONNECT を 
送出する直前に CD 信号を 「 ON 」 にします。回路が切 
断され 、“ NO CARRIER ” を送出する直前に CD 信号 
を 「 OFF 」 にします。 

AT&Cia 

OK 

AT & D < n > 

[ M ] 

オンラインデータモードのときに、 
DTE か5受け取る回路 ER ( DTR ) 信 
号が 「 ON 」 から 「 OFF 」 に変わったと 
きの動作を設定します。％ 1 

n =0 :状態を無視(常に ON とみなす） 
n =1 : ON から OFF に変わるとオンラインコマン 
ドモード状態になる 

n =2 : ON から OFF に変わると回線を切断しオフ 
ラインモード状態になる(お買い上げ時） 

AT&Dia 

OK 

AT & E < n > 

[ M ] 

接続時の速度表示仕様を選択しま 
す。※ 1 

n =0 :無線区間通信速度を表示 
n =1 : DTE シリアル通信速度を表示(お買い上げ 
時） 

AT&EOa 

OK 

AT & F < n > 

[ M ] 

FOMA 端末の AT コマンド設定値を 
お買い上げ時の状態にリセットし 
ます。通信中に本コマンドを入力し 
た場合は、回線を切断してからリ 
セットします。 

n =0 のみ指定可能(省略可） 

AT & F 3 

OK 

AT&S く n > 

[ M ] 

DTE へ出力するデータセットレ 
ディ （ DR ) 信号の制御のしかたを設 
定します。& 1 

n =0 :常時 ON (お買い上げ時） 
n =1 :回線接続時に DR 信号 ON 

AT&SOa 

OK 

AT & W < n > 

[ M ] 

現在の設定値を FOMA 端末に記憶 
します。※ 2 '※ 5 

n =0 のみ指定可能(省略可） 

AT&wa 

OK 

AT*DANTE 

FOMA 端末の電波の受信状態を表 
示します。 

本コマンドにより応答されるリザルトは以下の 
書式とします。 

氺 DANTE : ぐ m > 

AT*DANTES 
氺 DANTE :3 

OK 

[ M ] 


< m > 

0 : FOMA 端末にて圏外と表示される状態 

1: FOMA 端末にてアンテナ本数0本もしくは 

1本の状態 

2 : FOMA 端末にてアンテナ本数2本の状態 

3 : FOMA 端末にてアンテナ本数3本の状態 

AT * DGANSM =< n > 

[ M ] 

パケット着信呼に対する着信拒 
否/許可設定のモードを設定しま 
す。本コマンドの設定は、設定コマ 
ンド入力後のパケット通信着信呼 
のみ有効です。※ 2 

n =0 :着信拒否設定および着信許可設定を 
[ OFF ] に設定(お買い上げ時) 
n =1 :着信拒否設定を [ ON ] に設定 
n =2 :着信許可設定を [ ON ] に設定 

AT * DGANSM=Oa 

OK 

AT * DGANSM?a 

* DGANSM :0 

OK 

AT * DGAPL =〈 n > 

[,< cid >] 

[ M ] 

バケット着信呼に対して着信を許 
可する接続先 ( APN ) を設定します。 
APN 設定は 「+ CGDCONT 」 で 定義さ 
れた < cid >/ \°ラメータを使用します。 

※之 

< n > / \°ラメータによって着信許可リストへの追 
加および削除を指定し、 く cid >/ \°ラメータを省略 
した場合は、 く cid > のすべてをリヌトに追加 
(< n >=0) あるいは削除 (< n >=1) します。本コマンド 
で追加(削除）しようとする < cid > が 
r+CGDCONTJ コマンドで定義されていない場 
合でも、リストへ追加(削除)できます。 
n =0 :リストへ追加 (< cid > で定義された APN を 
着信許可リストに追加） 

n =1 :リストから削除 (〈 cid > で定義された APN を 
着信許可リストから削除） 

AT * DGAPL =0 ,ia 

OK 

AT*DGAPL?a 
氺 DGAPL1 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT * DGARL =< n > 

バケット着信呼に対して着信を拒 

< n > /ヽ°ラメータによつて着信拒否リストへの追 

AT 氺 DGARL =0,1(3 

[,< cid >] 

否する接続先 ( APN ) を設定します。 

加および削除を指定し、 < cid > パラメータを省略 

OK 


APN 設定は 「+ CGDCONT 」 で定義さ 

した場合は、く cid > のすべてをリストに追加 

AT * DGARL?a 


れた < cid > ノ \°ラメータを使用します。 

(< n >=0) あるいは削除 (< n >=1) します。本コマンド 

氺 DGARL :1 


※之 

で追加(削除）しようとするく cid > が 
厂 + CGDCONT 」 コマンドで定義されていない場 
合でも、リストへ追加(削除)できます。 
n =0 :リヌトへ追加(く cid > で定義された APN を 

OK 



着信拒否リストに追加） 




n =1 :リストから削除 (〈 cid > で定義された APN を 


[ M ] 


着信拒否リストより削除） 


AT*DRPW 

FOMA 端末から通知される受信電 

本コマンドにより応答されるリザルトは以下の 

AT*DRPWa 


力値を表示します。 

書式とします。 

氺 DRPW :0 



氺 DRPW : く m > 

OK 

[ M ] 


m : 〇〜了5(受信電力の値） 


AT * DGPIR =〈 n > 

本コマンドの設定は、発信時に有効 

n =0 :パケット通信確立時、接続先 ( APN ) にその 

AT 氺 DGPIFKG 


です。ダイヤルアップネットフーク 

まま接続(お買い上げ時） 

OK 


の設定でも、接続先の番号に186 (通 

n =1 :パケット通信確立時、接続先 ( APN ) に184 

AT*DGPIR?a 


知)/184(非通知）を付けることが 

を付けて接続 

氺 DGPIR :0 


できます。※' 2 

n =2 :パケット通信確立時、接続先 ( APN ) に186 




を付けて接続 

OK 



本コマンドとダイヤルアップネットワークの両 
方で186 (通知)/184 (非通知)を設定した場合に 


[ M ] 


ついては、 P .2 ◦の表を参照してください。 


+++ 

FOMA 端末のモードをオンライン 


(通信中) 


データモードからオンラインコマ 


+++ (表示は見え 


ンドモードへ移行します。 

— 

ない） 


エスケープガード区間は、1秒の固 


OK 

[ M ] 

定値です。※ 2 



AT + CACM=[<pa 

UIM に記録される累積課金値をリ 

本コマンドで、パスワードが一致した場合は、 

AT + CACM ="0123" 

sswd >] 

セットします。％ 2 

UIM に記録される累積課金値をリセットします。 

a 

OK 



< passwd > : SIM PIN 2 

※ストリングパラメータであり、入力時は"で 


[ M ] 


囲みます。 


AT + CAOC=[<mo 

現在の課金値の問しヽ合わせを行い 

^ mode > 

AT + CA 〇 Ca 

de >] 

ます。※ 2 

0:現在の呼の課金を問い合わせる 

+ CAOC :" 00001 E " 



本コマンドにより応答されるリザルトは以下の 

OK 

[ M ] 


書式とします。 

+ CAOC :"< ccm >" 


AT+CBC 

バッテリ_状態の問い合わせを行 

本コマンドにより応答されるリザルトは以下の 

AT+CBCQ 


います。※ 2 

書式とします。 

+ CBC : く bcs >, く bcl > 

+ CBC : 0,80 

OK 



< bcs > 

0:バッテリーにより FOMA 端末が動作している 
状態 

1:充電中 

2:バッテリー 未 接続状態 

3:減電中 





< bcl > 


[ M ] 


〇〜100(バッテリ—残量） 


AT + CBST : [く spe 

発信時のベアラサービヌの設定を行 

< speed > 

AT + CBST =116,1,0 

ed >[,< name>[,<ce 

います。 AT + FCLASS =< n > コマンド 

116: 64 K データ通信(お買い上げ時） 

□ 

>]]] 

( O ^ P .34) が0の時のみ有効です。※ 1 

又 name > 

1:固定値 
< ce > 

OK 

[ M ] 


0:固定値 


AT+CEER 

直前の通信の切断理由を表示しま 

「切断理由一覧」を参照 ( O ^ P .38) 。 

AT+CEEFQ 


す。※ 2 


+ CEER 36 

[ M ] 



OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+CGDCONT 

パケット発信時の接続先 ( APN ) を設定 

「 AT コマンドの補足説明」を参照 ( O ^ P .38)。 

「 AT コマンドの補 


します。※ 2 



足説明」を参照 

[ M ] 




(03= T .38)。 

AT+CGEQMIN 

パケット通信確立時にネットワー 

「 AT コマンドの補足説明」を参照 ( O ^ P .38) 。 

「 AT コマンドの補 


ク側から通知される QoS (サービス 



足説明」を参照 


品質)を許容するかどうかの判定基 



(03= T .38)。 

[ M ] 

準値を登録します。& 2 




AT+CGEQREQ 

バケット通信時の発信時にネット 

「 AT コマンドの補足説明」を参照 (03= P .39) 。 

「 AT コマンドの補 


ワークへ要求する QoS (サービス品 



足説明」を参照 

[ M ] 

質)を設定します， 2 



( 〇 3^39) 0 

AT+CGMR 

FOMA 端末の/ ジョンを表示し 



AT+CGMRQ 


ます。※ 2 

一 


12345678901234 
56 

[ M ] 




〇 K 

AT + CGREG =< n > 

ネットワーク登録状態を通知するか 

< n > 

AT + CGREG=ia 


どうかを設定します。通知されてい 

0 :設定しない(お買い上げ時） 

OK 


る内容は圏内/圏外です。& 1 

1: 

:設定する 

(通知ありに設定） 




AT + CGREG =1 に設定すると、 “+ CGREG : く stat >” 

AT+CGREG?a 




の形式で通知されます。 < stat >/ \°ラメータは、 
〇,1,4,5をサボートします。 

+ CGREG : 1,0 



< stat > 

OK 



0 

圏外 

(圏外を意味してい 



1 

圏内 ( home ) 

る） 



4 

不明 

+ CGREG 1 



5 

圏内 ( visitor ) 

(圏外から圏内に移 

[ M ] 




動した場合） 

AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表示しま 



AT + CGSN 3 


す。※ 2 

一 


123456789012345 

[ M ] 




OK 

AT + CLIP =< n > 

64 K データ通信の着信時に、相手の 

< n > 

AT + CLIP =0 a 


発信番号をパソコンに表示できま 

0 : 

:リザルトを出さない(お買い上げ時） 

OK 


す。※ 1 

1: 

:リザルトを出す 

r AT + CLIP ?」 のとき、 + CLIP :〈 n >，< m > を表示し 

AT + CLIP?a 




ます。 

+ CLIP :0,1 



< m > 




〇 

1 

発信時に相手に番号を通知しない NW 設定 
発信時に相手に番号を通知する NW 設定 

OK 

[ M ] 


2 

不明 


AT + CLIR =< n > 

64 K データ通信の発信時に、電話番 

< n > 

AT + CLIR =0 a 


号を相手側に通知するかどうかを 

0 

サービスご契約の設定どおり 

OK 


設定します。 

1 

2 

通知しない 

通知する(お買い上げ時） 

AT + CLIR 73 



AT + CLIR ? のとき、 

+ CLIR ： < n >,< m > を表示します。 

+ CLIR : 2,3 



< m > 

OK 



0 

1 

CLIR は起動していない(常時通知） 

CLIR は常時起動している(常時非通知） 




2 

不明 




3 

CLIR テンポラリ•モード(非通知デフオル 
卜） 

: CLIR テンポラリ•モード(通知デフオルト） 


[ M ] 


4 : 


AT + CMEE =< n > 

FOK / IA 端末の エラーレポー トの有 

エラーを “ ERROR ” のみで表示するか、理由を文字 

AT + CMEE =0 a 


無を設定します。％ 1 

あるいは数値でレポートするかを設定します。 

OK 



< n > 

AT+CNUMB 



0 : 

:リザルトコードを使用せずに“ ERROR ” を表 

ERROR 




示(お買い上げ時） 

AT + CMEE=ia 



1: 

:リザルトコードを使用し、数字で理由を表示 

OK 



2 : 

:リザルトコードを使用し、文字で理由を表示 

AT+CNUMB 



「 n = 1」または 「 n =2」 でエラーレポート表示に設定 
した場合、エラーレポートは以下のように表示 
されます。 

+CME ERRORxxxx 

xxxx には数字または文字が表示されます。「エ 

+CME ERROR :10 

[ M ] 


ラ- 

ーレポー!覧」 (03= P .38) 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+CNUM 

FOMA 端末の自局番号を表示しま 

number :電話番号 

AT + CNUM 3 


す。※ 2 

type :129もしくは145 

+ CNUM :；'+8190 
12345678",145 



129 :国際アクセスコード+を含まない 


[ M ] 


145 :国際アクセスコード十を含む 

OK 

AT + COPS=[<mo 

接続する通信事業者を選択します。 

く mode 〉 

AT+COPS 

de > [，く 干 ormat > [，く 0 

※之 

0:才一卜（自動的にネットワークを検索して通 

= 1,2,"44 F 001" 

per 〉]]] 


信事業者を切り替える） 

□ 



1:マニュアル (< oper > に指定された通信事業者 
に接続する） 

OK 



2:通信事業者との接続を解除(切断)する 

( MCC :440 MNC :10 



※非サボートとなります。 

3:マッピングを行わない 

4：マニュアルオート （< oper > に指定された通信 

に接続） 



事業者に接続できなかった場合に「オート」の 
処理を行う） 




※非サボートとなります。 




〈 format 〉 

2：固定値 




〈 oper > は国番呈 ( MCC ) とネットワーク番号 
( MNC ) からなる16進数の値で示します。 

書式は以下の通り。 




Digit 1 of MCC***octet 1 bits 1 to 4. 

Digit 2 of K / ICC".octet 1 bits 5 to 8. 

Digit 3 of K / ICC".octet 2 bits 1 to 4. 

Digit 3 of MNO.octet 2 bits 5 to 8. 

Digit 2 of MNC***octet 3 bits 5 to 8. 


[ M ] 


Digit 1 of MNC***octet 3 bits 1 to 4. 


AT+CPAS 

FOMA 端末のアクティビティー状 

本コマンドにより応答されるリザルトは以下の 

AT+CPASa 


態問い合わせを行います。& 2 

書式とします。 

+ CPAS :< pas > 

+ CPAS :0 




OK 



< pas > 

0: AT コマンド送受信可能 

1: AT コマンド送受信不可能 (+ CPAS : 1のリザ 
ルトを送出しない） 

2:不明 

3: AT コマンド送受信可能かつ着信中 


[ M ] 


4: AT コマンド送受信可能かつ通信中 


AT + CPIN =< pin >[, 

UIM に関するパスワード ( PIN 1， PIN 2) 

く pin 〉 

AT + CPIN?a 

< newpin >] 

の入力を行います。％ 2 

PIN 1入力待ち状態では PIN 1を入力 (< pin > パラ 

+ CPIN:SIM PIN'l 



メータのみ入力） 

PIN 2 入力待ち状態では PIN 2 を入力(く pin 〉 パラ 

OK 



メータのみ入力） 

( PIN 1 入力待ち状 



PUK 1 入力待ち状態では PUK 1を入力 

態を表している） 



PUK 2 入力待ち状態では PUK 2 を入力 

AT + CPIN ="1234" 



※ストリングパラメータであり、入力 0 寺は""で囲 

□ 



みます 

OK 



< jnewpin > 

AT + CPIN?a 



PUK 1入力待ち状態では新しい PIN 1を入力 

PUK 2 入力待ち状態では新しい PIN 2 を入力 

+ CPIN:SIM PUK 1 



※ストリングパラメータであり、入力時は'' " で囲 

OK 



みます 

( PUK 1 入力待ち状 
態を表している） 
AT + CPIN =" 123456 
7871234 "□ 

[ M ] 



OK 

AT + CR =< mode > 

回線接続時に “ CONNECT ” のリザル 

久 mode ク 

AT + CFMB ) 


トコードが表示される前に、バケツ 

0:回線接続時に表示しない 

OK 


卜通信/ 64 K データ通信を表示する 

(お買い上げ時） 

ATD *99***1# 


かどうかを設定します。％ 1 
バケツト通信のときは、 “ GPRS ” と表 

1:回線接続時に表示する 

+CRGPRS 


示され 64 K データ通信のときは 


CONNECT 

[ M ] 

“ SYNC ” と表示されます。 



AT + CRC =< n > 

着信時に拡張リザルトコードを使用 

n =0 :拡張リザルトコードを使用しない(お買い 

AT+CRCMG 


するかど〇かを設定します。 

上げ時) 

OK 

[ M ] 


n =1 :拡張リザルトコードを使用する 



33 












AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + CREG =< n > 

ネットワークの圏内/圏外情報を表 

AT + CREG =1 に設定すると、 “+ CREG : く stat >” の 

AT + CREG=ia 


示するかどうかを設定します。& 1 

形式で通知されます。 < stat > パラメータは0,1,4,5 

OK 



をサポートします。 

(通知ありに設定） 



< n > 

AT+CREG?a 



0 :通知なし(お買い上げ時） 

+ CREG :1’0 



1:通知あり 




< stat > 

OK 



0 :圏外 

(圏外を意味してい 



1:圏内 ( home ) 

る） 



4 :不明 

+ CREG :1 



5 :圏内 ( visitor ) 

(圏外から圏内に移 

[ M ] 



動した場合） 

AT + CUSD : [く n >[, 

付加サービスなどに関し、網側の設 

< n > 

AT + CUSD =0 ；xxx 

< str > [，く dcs >]]] 

定を変更します。％ 1 

0 :中間リザルトを応答せず、 OK を応答する 

xxx y ) 



(お買い上げ時） 

1:中間リザルトを応答する 

OK 



< str > 

サービスコード 

※詳しくは『ご利用ガイドプック（ネットワーク 
サービス編)』をご覧ください。 

< dcs > 


[ M ] 


0 :固定値 


AT + FCLASS : く n 

モード設定を行います。※ 1 

< n > 

AT + FCLASS =0 a 

> 


0:データ（固定値） 

OK 

[ M ] 




AT+GCAP 

FOMA 端末の能カリストを表示し 


AT+GCAPa 


ます。※ 2 

— 

+ GCAP :+ CGSM ,+ 

FCLASS.+W 

[ M ] 



OK 

AT+GMI 

FOMA 端末のメーカの名前が半角 


AT+GMQ 


英数字で表示されます。& 2 

—— 

SHARP 

[ M ] 



OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の製品名の略称 (FOMA 


AT+GMMQ 


SH 904 i ) がアルフアベットおよび数 
字で表示されます。 

— 

FOMA SH 904 i 

[ M ] 



OK 

AT+GMR 

FOMA 端末の/ ジョンを表示し 


AT+GMRQ 


封。※ 2 

_ 

Verl.OO 

[ M ] 



OK 

AT + IFC =< n , m > 

パソコンと FOMA 端末間の□一カル 

DCE by DTE « n » 

AT + IFO 2,2 3 


フロー制御方式を設定します。& 1 

0:フロー制御を行わない 

1: X 0 N / X 〇 FF フロー制御を行う 

2 : RS / CS ( RTS / CTS ) フロー制御を行う 
(お買い上げ時） 

DTE by DCE « m » 

0:フロー制御を行わない 

1: X 0 N / X 〇 FF フロー制御を行う 

2 : RS / CS ( RTS / CTS ) フロー制御を行う 

OK 

[ M ] 


(お買い上げ時） 


AT + WS 46=< n > 

発信時に使用する無線ネットワーク 

n =22 : FOMA ネツトワーク（固定値） 

AT + WS 46=22 g 


を設定します。着信に影響を与える 


OK 

[ M ] 

ものではありません。& 1 



A / 

直前に実行したコマンドを再実行 


A / 

[ M ] 

するときに使用します。 


OK 

ATA 

バケット着信および 64 K データ通信 

バケット着信中には、 「 ATA 184 B 1」 (発信者番号 

RING 


の着信時に入力すると、着信処理を 

通知なし着信動作)および 「 ATA 18613」(発信者 

ATA 0 

[ M ] 

行います。※ 2 

番号通知あり着信動作)を入力できます。 

CONNECT 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATD 

[ M ] 

発信処理を行います。％ 2 、 X 3 

• パケット通信 ATD *99*** く cid >#(3 

ATD *99# を入力した場合： 

< cid >=1 (お買い上げ時)を用います(く cid > の入 
力を省略した場合は、 〈 cid >=1 になります)。 

ATD 184*99 林*く cid ># で始まる書式を入力 

L セ場合： 

指定した < cid > に規定した接続先 ( APN ) に対 
して“184” が付加されます(発信者番号通知 
ありの“186” でも同様の操作ができます)。 

• 64 K データ通信 ATD [パラメータ]、[電話番 
呈] 3 

相手側の電話番呈に、〇〜9、*、#、+、 A 、 a 、 B 、 
b 、 C 、 c 、| D 、 d 、- (ハイフン)、スペース、 T 、 t 、 P 、 
p 、 !、 W 、 w 、 @、，(カンマ)以外を設定した場合 
は、発信できません。の文字は入力可能 
ですが、ダイヤル時には認識されません。 

ATD *99***1 #a 

CONNECT 

ATE < n > 

パソコンから送信された本コマン 

n =0 :エコーバックなし 

ATE 10 

[ M ] 

ドに対して、 FOMA 端末がエコー 
を返すかどうかを設定します。％ 1 

n =1 :エコーバックあり（お買い上げ時） 

通常は n = 1で使用します。パソコンにエコー機能 
がある場合、 n =0 に設定して < ださい。 

OK 

ATH 

バケツト通信および 64 K データ通信 
時に入力すると、回線を切断しま 


(通信中) 

+++(表爪は見え 

[ M ] 

す。※ 2 

" 

ない） 

0 K 

ATH 3 

NO CARRIER 

ATI < n > 

[ M ] 

確認コードを表示します， 2 

n =0 : NTT DoCoMo 

n =1 :製品名の略称を表示 ( FOMASH 904 D 
n =2 :製品のバージョンを“ VerX . XX ” などの形式 
で表示 

n =3 : ACMP 信号の各要素を表示 

n =4 : FOMA 端末の有する通信機能の詳細を表示 

ATI 03 

NTT DoCoMo 

OK 

AT 〇 

通信中にオンラインコマンドモー 


AT 〇 3 

[ M ] 

ドからオンラインデータモードに 
戻ります。※ 2 

— 

CONNECT 

ATQ < n > 

リザルトコードを表示するかどう 

n =0 :リザルトコードを表示する 

MOOS 

[ M ] 

かを設定します。％ 1 

(お買い上げ時） 

n =1 :リザルトコードを表示しない 

OK 

ATV < n > 

リザルトコードの表示方法を設定 

すべてのリザ&トコードを数字表記あるいは英 

ATVO 

[ M ] 

します。 * 1 

文字表記で表示します。 
n =0 :リザルトコードを数字表記で表示 
n =1 :リザルトコードを英文字表記で表示 
(お買い上げ時） 

OK 

ATX < n > 

接続の CONNECT 表示に速度表示の 

ビジートーン検出： 

ATX 10 

[ M ] 

有無を設定します。また、ビジー 
卜ーン、ダイヤルトーンの検出を行 
います。& 1 

接続先が通話中のとき、 BUSY 応答を送出しま 
す。 

ダイヤルトーン検出： 

FOMA 端末に接続されているかどうかを判定 
します。 

速度表示： 

接続時の CONNECT 表示に速度を表示するか 
どうかを設定します。 

n =0 :ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検 
出なし、速度表示なし 

n =1 :ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検 
出なし、速度表示あり 

n =2 :ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検 
出あり、速度表示あり 

n =3 :ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検 
出なし、速度表示あり 

n =4 :ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検 
出あり、速度表示あり（お買い上げ時） 

OK 

ATZ < n > 

FOMA 端末の AT コマンド設定値を 

FOMA 端末の AT コマンド設定値を不揮発メモ 

(オンライン時） 

[ M ] 

リセツトします。※ 2 、※ 4 

リの内容にリセットします。通信中に本コマン 
ドを入力した場合は、回線を切断してからリ 
セットします。 
n =0 のみ指定可能(省略可） 

ATZa 

NO CARRIER 
(オフライン時） 
ATZQ 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATSO =< n > 

[M] 

FOMA 端末が自動着信するまでの呼 
び出し回数を設定します。& 1 

n =0 :自動着信しない(お買い上げ時） 

n =1 〜255 :指定したリング数で自動着信する 

ATS0=0a 

OK 

ATS 2=< n > 

エスケープキャラクタの設定を行 
います。 

n =0 〜127 (お買し、上げ時 n =43) 

n =12 了に設定するとエスケープは無効になります。 

ATS 2=43 a 

OK 

ATS 2 ?a 

043 

[M] 



OK 

ATS 3=< n > 

復帰 ( CR ) キャラクタの設定を行い 
ます。 

AT コマンド文字列の最後を認識するキャラク 
夕を定義します。エコーバックされたコマンド 
文字列とリザルトコードの最後に付きます。設 
定値は変更できません(お買い上げ時 n = 1 3) 。 

ATS 3=133 

OK 

ATS 3 ?a 

013 

[M] 



OK 

ATS 4=< n > 

改行 ( LF ) キャラクタの設定を行い 
ます。 

英文でリザルトコードを表示する場合、 CR キャ 
ラクタの後ろに付きます。設定値は変更できま 
せん(お買い上げ時 n = 10)。 

ATS 4=10(3 

OK 

ATS 473 

010 

[M] 



OK 

ATS 5=< n > 

バックスペース ( BS ) キャラクタの 
設定を行います。 

AT コマンド入力中にこのキャラクタを検出す 
ると、入カバッファの最後のキャラクタを削除 
します。設定値は変更できません(お買い上げ時 
n =8) 0 

ATS 5=8 Q ) 

OK 

ATS 573 

008 

[M] 



OK 

ATS 6=< n > 

[M] 

ダイヤルするまでのポーズ時間 
(秒)を設定します。 

本コマンドによりレジスタは設定されますが、 
動作しません。 

门:2〜10(お買い上げ時1^5) 

ATS6=10a 

OK 

ATS 8=< n > 

[M] 

カンマダイヤルするまでのポーズ 
時間(秒)を設定します。 

本コマンドによりレジスタは設定されますが、 

ポーブ時間 （ 3秒)に影響しません。 

n =0 :ポーズしない 

n :1 〜255(お買い上げ時 n =3) 

ATS 8=3 a 

OK 

ATS 10=< n > 

[M] 

自動切断の遅延時間(秒)を設定し 
ます （1/10 秒)。％ 1 

本コマンドによりレジフタは設定されますが、 
動作しません。 

n :1 〜255(お買い上げ時 n =1) 

ATS10=ia 

OK 

ATS 30=< n > 

[M] 

データの送受信をこの時間以上行 
わないと切断します。 

本コマンドの設定は、 64 K データ通信時のみ有効 
です。 < n > は分単位で設定します。 
n : 〇〜255(お買い上げ時 n =0) 
n =0 は不活動タイマオフ 

ATS 3 O 30 

OK 

ATS 103=〈 n > 

[M] 

着サブアドレスを付けて発信する 
場合の区切りを設定します。 

本コマンドの設定は、 64 K データ通信時のみ有効 
です 

n =0 : * アスタリスク 
n =1 :/スラッシュ 

(お買い上げ時） 
n =2 : ¥マーク 

あるいはバックスラッシュ 

ATS 103=0 a 

OK 

ATS 104=< n > 

[M] 

発サブアドレスを付けて発信する 
場合の区切りを設定します。 

本コマンドの設定は、 64 K データ通信時のみ有効 
です0 

n =0 : #シャープ 

n =1 :%パーセント（お買い上げ時） 
n =2 : &アンド 

ATS 104=0(3 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT¥S 

現在の設定されている各コマンド 


AT¥Sa 


と S レジスタの内容を表示します。 


El Q 0 VI X 4 


※之 

— 

& C 1 & D 2 & S 0 & E 1 
¥ V 0 

S 000=000 

S 002=043 

S 003=013 

S 004=010 

S 005=008 

S 006=005 

S 00 了 =060 

S 008=003 

S 010=001 
§030=000 

SI 03=001 

SI 04=001 

[ M ] 



OK 

AT ¥ V < n > 

接続時の応答コード仕様を選択し 

本]マンドは、 ATX く n > コマンド （ O ^ P .35) が 

AT ¥ V 13 


孝す。※ 1 

n =0 以外のときのみ有効です。 

n =0 :拡張リザルトコードを使用しない 

OK 



(お買い上げ時） 


[ M ] 


n =1 :拡張リザルトコードを使用する 



※1 AT & W コマンドで FOMA 端末に記憶されます。 

※之 AT & W コマンドで FOMA 端末に記憶されません。 

AT & F 、 ATZ コマンドによるリセットも行われません。 
※3 ATDNQ や ATDLB ) でリダイヤル発信ができます。 


※斗 AT & W コマンドを使用する前に ATZ コマンドを実行 
すると、最後に記憶した状態に戻り、それまでの変更 
内容は消去されます。 

※巳 AT & W コマンドで FOMA 端末に記憶された設定値5、 
電源を切ると不揮発データとして FOMA 端末に格納 
されます。 
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切断理由一覧 


■パケット通信 


値 

理由 

27 

接続先 ( APN ) が存在しないか、もしくは正しくあり 
ません。 

30 

ネットワークによって切断されました。 

33 

バケット通信の契約がされていません。 

36 

正常に切断されました。 


■ 64 K データ通信 


値 

理由 

1 

指定した番号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側が通信中のため、通信ができません。 

18 

発信しましたが、指定時間内に応答がありませんで 
した。 

19 

相手側が呼び出し中のため通信ができません。 

21 

相手側が着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサ—ビスおよびオプシヨンが有効 
ではありません。 

65 

提供されていなしヽ伝達能力を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、もし <は着信 
を受けま C た。 


[ラーレポートー覧 


数字表示 

文字表示 

理由 

10 

SIM not 
inserted 

FOMA 力ードがセツトされ 
ていません。 

15 

SIM wrong 

ドコモ以外の SIM (FOMA 
力ードに相当する丨 C 力一 
ド)が挿入されています。 

16 

incorrect 

password 

パスワードが間違っています。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 


マンドの補足説明 


■ コマンド名： + CGDCONT =[ パラメータ] 

概要 

パケット発信時の接続先 ( APN ) の設定を行います。 
AT & W コマンドで R ) MA 端末に記憶されません。 

AT & F 、 ATZ コマンドによるリセットも行われません。 

書式 

+CGDC 〇 NT = [く dd >[，" PPPt " く APN >"]] E ) 

パラメータ 説明 

< cid >* :1〜10 
< APN >* :任意 

く cid > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での 
接続先 ( APN ) を管理する番号です。 FOMA 端末では 
1〜1〇を登録できます。お買い上げ時、く cid >=1 には 
r mopera . ne . jp 」 が、く cid >=3 には 「 mopera . net 」 が初期 
値として登録されていますので、 cid は2もしくは4〜 
10に設定します。く APN > は接続先を示す接続ごとの 
任意の文字列です。 


実行例 

「 abc 」 としヽぅ接続先 ( APN ) 名を登録する場合のコマ 
ンド (< cid >=2 の場合） 

AT + CGDC 0 NT =2； , PPP M ； abc'Q 

OK 

パラメータを 省略した場合の動作 
AT + CGDCONT : 

すべての < cid > の設定をクリアします。ただし、 
< cid >=1 および3の設定はお買い上げ時の状態に再設 
定されます。 

AT + CGDCONT =< cid > 

指定されたく cid > の設定をクリアします。ただし、 

く cid >=1 および3の設定はお買い上げ時の状態に再設 
定されます。 

AT + CGDCONT =? 

設定可能な値のリスト値を表示します。 
AT + CGDCONT ? 

現在の設定値を表示します。 

■ コマンド名： + CGEQMIN =[ パラメータ] 

概要 

PPP バケット通信確立時にネットワーク側から通知 
される〇 oS (サービス品質)を許容するかど〇かの判 
定基準値を登録します。 

設定バタ_ンは、以下のコマンド実行例に記載され 
ている4パターンが設定できます。 

AT & W コマンドで F 0 MA 端末に記憶されません。 

AT & F 、 ATZ コマンドによるリセットも行われません。 

書式 

AT + CGEQMIN =[< cid > [„ く Maximum bitrate UL > [, 
〈Maximum bitrate DL >]]]0 

パラメータ 説明 

< cid >* : 1 〜 10 

〈Maximum bitrate UL >*: なし(初期値)または 64 
〈Maximum bitrate DL >*: なし(初期値)または 384 
く cid > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での 
接続先 ( APN ) を管理する番号です。 FOMA 端末では 
1〜10を登録できます。お買い上げ時、く cid >= 1には 
r moperane . jp 」 が、く cid >=3 には 「 mopera . net 」 が初期 
値として登録されていますので、 cid は2もしくは4〜 
1〇に設定します 0 [Maximum bitrate UL ] および 
[Maximum bitrate DL ] では、 FOMA 端末と基地局間 
の上りおよび下りの最低通信速度 ( kbps ) を設定し 
ます。[なし(お買い上げ時)]に設定した場合は、すべ 
ての速度を許容しますが、「64」および「384」を設定 
した場合、これ5の速度以下の接続は許容されない 
ため、バケット通信が接続されない場合があります 
ので、ご注意ください。 

実行例 

以下の4パターンのみ設定できます。 （ 1 ) の設定が 
各 cid に初期値として設定されています。 

(1) 上り/下りすべての速度を許容する場合のコ 
マンド （〈 cid 〉 = 2 の場合） 

AT+CGE 〇 MIN =20 
OK 
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(2) 上り 64 kbps / 下り 384 kbps の速度のみ許容す 
る場合のコマンド （< cid 〉 = 3 の場合） 
AT + CGEQMIN =3，， 64,3840 

OK 

(3) 上り 64 kbps / 下りすベての速度を許容する 
場合のコマンド(く cid >=4 の場合） 
AT + CGEQMIN =4„64 Q 

OK 

(4) 上りすベての速度/下り 384 kbps 速度のみ許 
容する場合のコマンド(く cid >=5 の場合） 
AT + CGEQMIN =5,„384 Q 

OK 

パラメー タを省略した場合の動作 
AT + CGEQMIN = 

すべてのく cid > の設定をクリアします。 
AT + CGEQMIN =< cid > 

指定されたく cid > をお買い上げ時の状態に戻します。 
AT + CGEQMIN =? 

設定可能な値のリストを表示します。 
AT + CGEQMIN ? 

現在の設定を表示します。 

■コマンド名： + CGEQREQ : [パラメータ] 

概要 

PPP パケット通信時の発信時にネットワークへ要求 
する QoS (サービス品質)を設定します。 

設定は以下のコマンド実行例に記載されている1パ 
ターンのみで初期値としても設定されています。 
AT & W コマンドで FOMA 端末に記憶されません。 

AT & F 、 ATZ コマンドによるリセットも行われません。 

書式 

AT+CGE 〇 RECK く cid >]0 
パラメー タ説明 

各 cid にはその内容がお買い上げ時に設定されてい 
ます。 

く cid >*: 1〜10 

< cid > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での 
接続先 ( APN ) を管理する番号です。 FOMA 端末では 
1〜1〇を登録できます。お買し、上げ時、く cid >= 1には 
r mopera . ne . jp 」 が、く cid >=3 には 「 mopera . net 」 が初期 
値として登録されていますので、 cid は2もしくは4〜 
1〇に設定します。 

上り 64 kbps / 下り 384 kbps の速度で接続を要求す 
る場合のコマンド 

実行例 

く cid >=3 の場合 

AT + CGEQREQ =3 a 

OK 


パラメー タを省略した場合の動作 
AT + CGE 〇 REO 

すべてのく cid > をお買い上げ時の状態に戻します。 
AT+CGE 〇 REQ =< cid > 

指定されたく cid > をお買い上げ時の状態に戻します。 
AT + CGEQREO ? 

設定可能な値のリスト値を表示します。 
AT + CGEQREQ ? 

現在の設定を表示します。 


ード 


■ リザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

0 K 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手側と接続しました。 

2 

RING 

着信を検出しました。 

3 

NO CARRIER 

回線が切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けること 
ができません。 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤルトーンの検出がで 
きません。 

7 

BUSY 

話中音の検出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウトしま 
した。 

100 

RESTRICTION 

ネットワークが規制中です。 

101 

DELAYED 

リダイヤル発信規制中です。 


■拡張リザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

5 

CONNECT 

1200 

FOMA 端末- PC 間速度 

1200 bps で接続しました0 

10 

CONNECT 

2400 

FOMA 端末- PC 間速度 

2400 bps で接続しました 0 

11 

CONNECT 

4800 

FOMA 端末一 PC 間速度 

4800 bps で接続しました。 

13 

CONNECT 

7200 

FOMA 端末一 PC 間速度 
了200 bps で接続しました。 

12 

CONNECT 

9600 

FOMA 端末- PC 間速度 

9600 bps で接続しました。 

15 

CONNECT 

14400 

FOMA 端末- PC 間速度 

14400 bps で接続しました0 

16 

CONNECT 

19200 

FOMA 端末- PC 間速度 

19200 bps で接続しました。 

17 

CONNECT 

38400 

FOMA 端末- PC 間速度 
38400 bps で接続しました。 

18 

CONNECT 

57600 

FOMA 端末- PC 間速度 
57600 bps で接続しました。 

19 

CONNECT 

115200 

FOMA 端末- PC 間速度 
115200 bps で接続しました。 

20 

CONNECT 

230400 

FOMA 端末- PC 間速度 
230400 bps で接続しました0 

21 

CONNECT 

460800 

FOMA 端末- PC 間速度 
460800 bps で接続しました。 
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お知らせ 

• リザルトコードは、 ATV く n > コマンド ( O ^ P .35) が n =1 に 
設定されている場合は英文字表記(初期値)、 n =0 に設定さ 
れている場合は数字表記で表示されます。 

• 従来の RS -232 C で接続するモデムとの互換性を保つた 
め、通信速度は表示します。ただし、 FOMA 端末一 PC 間 
は FOMA USB 接続ケープルで接続されているため、実 
際の接続速度と異なります。 

• [ RESTRICTION ] (数字：1 00) が表示された場合は、通信 
ネットワークが混雑しています。しばらくしてか5接続 
し直して < ださい。 


通信プロトコルリザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

64 K データ通信で接続 

5 

PACKET 

パケット通信で接続 


リザルトコード表示例 

ATX 0 が設定されている場合 

AT ¥ V 〈 n > コマンド(ぽ P .37) の設定にかかわらず、接 

続完了の際に CONNECT のみの表示となります。 

文字表示例： ATD *99 林*1# 

CONNECT 

数字表示例： ATD *99 林*1# 

1 

ATX 1 が設定されている場合 

• ATX 1、 AT ¥ V ◦が設定されている場合(初翻直） 
接続完了のときに 、 CONNECT < FOMA 端末— PC 間 
の速度 > の書式で表示します。 

文字表示例： ATD *99 林*1# 

CONNECT 460800 
数字表示例： ATD *99 林*1# 

121 

♦ ATX 1、 AT ¥ V 1 が設定されている場合※ 

接続完了のときに、以下の書式で表示します。 
CONNECT < FOMA 端末一 PC 間の速度 > PACKET < 
接続先 ( APN ) >/<上り方向 ( FOMA 端末—無線基 
地局間)の最高速度> / <下り方向 ( FOMA 端末—無 
線基地局間)の最高速度> 

文字表示例： ATD *99***1# 

CONNECT 460800 PACKET 
mopera . ne . jp /64/384 
( mopera . ne . jp に、上り最大 
64 kbps 、 下り最大 384 kbps で接 
続したことを表す） 

数字表示例： ATD *99 林*1# 

1215 

※ ATX 1、 AT ¥ V 1 を同時に設定した場合、ダイヤルアツプ接 
続が正しく行えなしヽ場合があります。 AT ¥ V 0 のみでのご 
利用をおすすめします。 
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